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令
和
二
年
九
月
二
十
九
日
、

弘
前
大
学
健
康
未
来
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｏ
Ｉ
研

究
推
進
機
構
）
は
全
国
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
機
関
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、（
一
財
）日
本
立
地
セ

ン
タ
ー
主
催
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ネ
ッ
ト
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
０

（
第
九
回
地
域
産
業
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
表
彰
事
業
）」
に
お
い

て
、
最
高
賞
で
あ
る
「
文
部
科

学
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト

ア
ワ
ー
ド
」
は
全
国
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
一
般
財
団
法
人
日
本
立
地

セ
ン
タ
ー
主
催
、
文
部
科
学

省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業

省
・（
国
研
）科
学
技
術
振
興
機

構
・（
国
研
）産
業
技
術
総
合
研

究
所
な
ど
の
後
援
に
よ
る
も
の

で
、
各
地
の
地
域
産
業
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
支
援
者
の
質
的
向

上
お
よ
び
取
組
の
普
及
を
図

り
、
よ
り
一
層
の
地
域
産
業
の

振
興
・
活
性
化
を
喚
起
、
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
日
本
各
地
に
お
い

て
、
新
事
業
・
新
産
業
創
出
を

目
的
と
し
て
地
域
特
性
に
応
じ

て
多
様
な
地
域
産
業
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
実
践
さ
れ
、
様
々
な

成
果
を
上
げ
て
い
る
中
、
そ
の

取
組
を
積
極
的
に
評
価
し
、
表

彰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
な

る
地
域
産
業
振
興
・
活
性
化
を

目
指
し
て
い
る
も
の
で
す
。
今

回
、
本
学
健
康
未
来
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｏ
Ｉ
研

究
推
進
機
構
）
は
大
学
や
高
専

に
よ
る
地
域
貢
献
の
た
め
の
産

学
官
連
携
の
取
組
の
う
ち
、
最

も
優
秀
な
取
組
で
あ
る
と
評
価

を
受
け
、
最
高
賞
で
あ
る
「
文

部
科
学
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

選
考
委
員
は
委
員
長
に
岸
輝

雄
先
生
（
東
京
大
学
名
誉
教

授
・
新
構
造
材
料
技
術
研
究
組

合
理
事
長
）
以
下
各
界
を
代
表

す
る
第
一
人
者
の
合
計
八
名
か

ら
な
り
、
選
考
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
（
一
）地
域
産
業
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
お
よ
び
仕
組

み
、（
二
）地
域
産
業
の
振
興
・

活
性
化
の
成
果
（
数
値
デ
ー

タ
）
を
基
準
に
そ
れ
ぞ
れ
の
観

点
か
ら
細
か
く
審
査
を
受
け
ま

し
た
。

　

九
月
二
十
九
日
当
日
は
、
会

場
の
東
京
（
千
代
田
区
）
に
あ

る
Ｔ
Ｋ
Ｐ
御
茶
ノ
水
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

人
数
制
限
等
の
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
策
が
施
さ
れ
る
下
、
表

彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま

ず
審
査
委
員
を
代
表
し
て
岸
先

生
か
ら
ア
ワ
ー
ド
選
考
に
か
か

る
講
評
が
あ
り
、
今
回
の
応
募

は
多
数
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え

い
ず
れ
劣
ら
ぬ
好
事
例
ば
か
り

で
選
考
に
苦
慮
し
た
こ
と
、
お

よ
び
受
賞
事
例
に
つ
い
て
は
い

ず
れ
も
主
催
者
の
目
指
す
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
の
地
域
発
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
旨
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
本
学

の
取
組
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｉ
や

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
い
う
よ
う
な

最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
利

活
用
し
た
優
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
と
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
０
」
に
お
い
て

「
文
部
科
学
大
臣
賞
（
最
高
賞
）」
を
受
賞

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
流
行
で

悩
み
に
悩
ん
だ
今
年
の
岩
木
健

康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
健
診
、
い
き
い
き
健

診
（
認
知
症
コ
ホ
ー
ト
研
究
）

で
し
た
が
、
九
月
末
日
で
無
事

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

両
健
診
と
も
、
三
密
対
策
は
勿

論
、
マ
ス
ク
、
使
い
捨
て
の
ガ

ウ
ン
・
手
袋
を
終
始
ま
と
い
、

頻
繁
に
手
そ
し
て
椅
子
、
机
、

測
定
機
器
の
消
毒
を
し
ま
し

た
。
受
診
者
間
の
間
隔
も
十
分

に
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
例
年
開
催
の
五
、
六
月
と

は
異
な
り
台
風
シ
ー
ズ
ン
の
最

中
で
、
天
候
も
心
配
で
し
た
。

案
の
定
、
期
間
中
台
風
十
二
号

の
接
近
が
あ
り
ま
し
た
が
何
と

か
太
平
洋
側
に
外
れ
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
期
間
中
事
故
が

な
か
っ
た
こ
と
が
何
よ
り
嬉
し

い
こ
と
で
し
た
。

　

以
下
２
健
診
別
々
に
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

【
岩
木
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
健
診
】（
写

真
参
照
）

　

九
月
十
七
日
か

ら
二
十
五
日
ま
で

の
九
日
間
実
施
し

ま
し
た
。
検
査
項

目
数
も
、
受
診
者

も
例
年
の
半
分
で

し
た
。
受
診
者
の

感
想
も
ば
ら
ば
ら

で
、「
物
足
り
な

い
」
と
い
う
方
も

い
れ
ば
「
こ
の
く

ら
い
で
ち
ょ
う
ど

い
い
」
と
満
足
さ

れ
た
方
も
い
ま
し

た
。
測
定
項
目
で

新
し
か
っ
た
の
は

東
北
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ

（
工
学
部
）
で
開

発
し
た
、
腕
時
計

式
機
器
で
脈
波
を
測
定
し
、
そ

こ
か
ら
算
出
し
た
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
で
血
圧
値
を
推
定
す
る
機
器

の
検
証
を
行
っ
た
こ
と
で
す
。

【
い
き
い
き
健
診
（
認
知
症
コ

ホ
ー
ト
研
究
）】（
写
真
参
照
）

　

九
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日

ま
で
の
五
日
間
実
施
し
ま
し

た
。
例
年
の
半
分
の
測
定
項
目

数
で
し
た
が
、
そ

の
分
早
く
終
了
す

る
た
め
午
前
・
午

後
の
二
部
に
分
け

て
行
い
ま
し
た
。

受
診
者
は
例
年
と

大
差
な
い
八
百
人

強
で
し
た
。
本
健

診
は
全
弘
前
市
か

ら
六
十
八
歳
以
上

の
方
が
受
診
さ
れ

る
の
で
す
が
、
受

診
者
の
方
は
私
た

ち
の
想
像
以
上
に

楽
し
み
に
し
て
来

ら
れ
ま
す
。
二
年

ぶ
り
の
再
会
な
の
で
、
つ
い
つ

い
話
し
込
み
そ
う
に
な
る
の
を

ぐ
っ
と
我
慢
し
な
が
ら
の
五
日

間
で
し
た
。
検
査
の
目
玉
は
、

エ
ー
ザ
イ
株
式
会
社
に
よ
る
認

知
症
の
簡
易
検
査
「
の
う
Ｋ
Ｎ

Ｏ
Ｗ
」
で
し
た
。

　

両
健
診
と
も
弘
前
市
と
の
共

催
事
業
で
す
が
、
実
施
の
決
断

に
踏
み
切
っ
て
い
た
だ
い
た
弘

前
市
、
そ
し
て
測
定
項
目
の
大

幅
削
減
の
た
め
、
測
定
中
止
の

や
む
な
き
を
受
け
て
い
た
だ
い

た
企
業
、
講
座
な
ど
の
皆
様
、

改
め
て
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
期
間
中
、
測

定
等
の
役
割
で
ご
参
加
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

来
年
は
両
健
診
と
も
フ
ル
バ

ー
ジ
ョ
ン
で
や
り
た
い
！　

今

心
か
ら
そ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

副賞の盾を授与

梶原審議官と

た
。

　

開
催
日
が
岩
木
健
康
増
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
健
診
の
最
中
と

な
っ
た
た
め
、
健
診
に
対
応
さ

れ
た
中
路
先
生
の
代
理
と
し
て

私
（
村
下
）
が
登
壇
し
、
文
部

科
学
省　

梶
原
大
臣
官
房
審
議

官
か
ら
「
文
部
科
学
大
臣
賞
」

の
賞
状
と
副
賞
で
あ
る
盾
を
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
式
の
最
後
に

は
す
べ
て
の
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
と

受
賞
者
が
一
同
に
会
し
て
記
念

撮
影
が
行
わ
れ
、
式
は
終
了
し

ま
し
た
。

　

弘
前
大
学
健
康
未
来
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｏ

Ｉ
研
究
推
進
機
構
）
で
は
今
後

も
さ
ら
に
課
題
の
解
決
の
た
め

邁
進
し
て
い
き
ま
す
。
最
後
に

な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
、
私
共
の
取
組
に
お

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
学
内
外

の
先
生
方
は
じ
め
ご
関
係
の
皆

様
、参
画
機
関
・
企
業
の
皆
様
、

す
べ
て
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。記念撮影

岩
木
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
健
診
、

岩
木
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
健
診
、

い
き
い
き
健
診
を
終
え
て

い
き
い
き
健
診
を
終
え
て岩木健康増進プロジェクト健診（3密を避けて実施）

いきいき健診（認知症検査）

健
康
未
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｏ
Ｉ
研
究
推
進
機
構
）

健
康
未
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｏ
Ｉ
研
究
推
進
機
構
）

副
セ
ン
タ
ー
長
・

副
セ
ン
タ
ー
長
・  

教
授　
教
授　

村　

下　

公　

一

村　

下　

公　

一

弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
拠
点
長　

弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
拠
点
長　

中　

路　

重　

之

中　

路　

重　

之
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産
学
官
民
連
携
拠
点
「
健
康

未
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
二
〇
二
〇
年
十

一
月
一
日
現
在
十
四
の
共
同
研

究
講
座
を
擁
し
て
い
ま
す
。
花

王
、
ラ
イ
オ
ン
等
を
始
め
と
す

る
大
手
有
力
企
業
等
十
四
社
の

共
同
講
座
を
開
設
し
た
こ
と
に

よ
り
、
大
型
研
究
開
発
投
資
の

導
入
に
成
功

し
、
現
在
年
間

約
四
億
円
弱
の

民
間
資
金
の
獲

得
を
達
成
し
て

お
り
、
強
固
な

産
学
連
携
研
究

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

基
盤
の
確
立
に

寄
与
し
て
い
ま

す
。

　

直
近
に
開
設

さ
れ
た
講
座
と

し
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の

流
行
拡
大
中
の

時
期
で
し
た
が

二
〇
二
〇
年
四

月
一
日
、
味
の

素
株
式
会
社
と

の
共
同
研
究
講

座
「
デ
ジ
タ
ル

ニ
ュ
ー
ト
リ
シ

ョ
ン
学
講
座
」

が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
共
同
研

究
の
内
容
は
、

岩
木
健
康
増
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

健
診
に
よ
り
取

得
さ
れ
て
い
る

健
常
人
の
健
康

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
基
に
、
生
体

の
ア
ミ
ノ
酸
を
中
心
と
す
る
代

謝
産
物
に
よ
る
健
康
寿
命
延
伸

年
数
の
統
計
解
析
等
の
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
駆
使
し
て
、
日
本
の

高
齢
者
の
課
題
や
生
活
習
慣
病

の
予
防
に
つ
な
が
る
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
開
発
し
、
生
活
者
の

健
康
増
進
／
栄
養
改
善
の
貢
献

を
図
る
、
と
定
め
て
い
ま
す
。

共
同
研
究
の
期
間
は
二
〇
二
五

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
五
年

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

他
の
講
座
の
例
に
、
花
王
株

式
会
社
と
開
設
し
た
「
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
学
研
究
講
座
」
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
講
座
の
研
究
内
容

は
、（
一
）生
涯
に
わ
た
り
「
動

健
康
未
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

健
康
未
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　
共
同
研
究
講
座
の
紹
介

　
共
同
研
究
講
座
の
紹
介

■■共共同同研研究究講講座座名名 ■■企企業業名名

オーラルヘルスケア学講座 ライオン株式会社

アクティブライフプロモーション学研究講座 花王株式会社
先制栄養医学講座 協和発酵バイオ株式会社
ウォーターヘルスサイエンス講座 サントリー食品インターナショナル株式会社
⼥性の健康推進医学講座 大塚製薬株式会社
野菜生命科学講座 カゴメ株式会社
フローラ健康科学講座 テクノスルガ・ラボ株式会社

QOL推進医学講座 クラシエホールディングス株式会社
食と健康 科学講座 ハウス食品グループ本社株式会社
健康と美 医科学講座 アツギ株式会社

未病科学研究講座 明治安田生命保険相互会社
株式会社ミルテル

メタボロミクスイノベーション学講座 ヒューマン・メタボローム・テクノロジーズ株式会社
フレイル予防学研究講座 株式会社ファンケル

デジタルニュートリション学講座 味の素株式会社

■共同研究講座 開設状況

※多くの企業研究員が大学に常駐し、強固な連携基盤(共同研究環境)を構築

・医学・⻭学の連携に
より、口腔・睡眠と全
身健康の関係を解明
する
・「口腔機能」「睡眠」
を維持・改善し、生活
習慣病の予防に繋が
る製品・サービスを創
造する

オーラルヘルスケア学
講座

ライオン株式会社

2016年5月1⽇〜
2021年3月31⽇

⼥性の健康推進
医学講座

大塚製薬株式会社

2017年12月1⽇〜
2020年11月30⽇
・弘前大学が実施してきた健
康増進プロジェクト等で得ら
れた情報などを活用し、人の
健康寿命・QOLの向上に貢
献するための研究、特に⼥性
の健康寿命・QOLの向上に
貢献するため、エクオールに
着眼した研究を推進し、研究
成果を社会に還元し、最終
的には⻘森県⺠の健康増進
に貢献するとともに、世界に
先駆けた最新の情報と解決
策を国内外へ発信することを
目指す。

野菜生命科学講座
カゴメ株式会社

2018年1月1⽇〜
2020年12月31⽇

・認知症やメタボリックシ
ンドローム等の慢性疾患
の予防・改善において野
菜摂取が寄与する科学
的エビデンスの獲得と作
用機序の解明と、野菜
摂取量を増やすための
社会的な仕組みづくりの
開発を目的とする。

・ビッグデータを基に、生体
のアミノ酸を中心とする代謝
産物によるリスク解析や、介
入試験結果による健康寿命
延伸年数の統計解析等の
デジタル技術を駆使し、日
本の高齢者の課題や生活
習慣病の予防につながるソ
リューションを開発し、生活
者の健康増進／栄養改善
の貢献を図る。

2020年4月1⽇〜
2025年3月31⽇

デジタル
ニュートリション学講座
味の素株式会社

先制栄養医学講座
協和発酵バイオ
株式会社

・健康ビッグデータを活用
し、健康の気づきとなる
検査指標（体⼒、栄養、
血管、免疫 など）と必
要な啓発手法の開発を
⾏い、寿命⾰命への貢
献を目指す。

2017年2月1⽇〜
2022年1月31⽇

・健康ビッグデータの解析によ
り水分摂取と水分の体内動
態と健康状態の関係を明ら
かにし、短命といわれる⻘森
県⺠の疾病予防・改善につな
げ、最終的には国⺠全体の
健康の維持・増進への貢献を
目指す。

ウォーターヘルス
サイエンス講座

サントリー食品インター
ナショナル株式会社

2017年11月1⽇〜
2020年10月31⽇

フローラ健康
科学講座

テクノスルガ・ラボ
株式会社

2018年4月1⽇〜
2022年3月31⽇
・弘前大学が実施してきた
「岩木健康増進プロジェク
ト」等のビッグデータを基に、
ヒトの健康寿命・ＱＯＬの
向上に貢献するための研究、
特に腸内フローラおよび口
腔内フローラに着眼した研
究を推進し、研究成果を社
会に還元することを目的とす
る。

食と健康科学講座
ハウス食品グループ本社

株式会社

2018年6月1⽇~
2021年5月31⽇

・食生活と様々な健康指標
との関連性を解明し、健康
寿命延伸につながる食習慣
を明らかにしていく。特に近
年の超高齢社会において、
認知症といった疾患や、さら
にはフレイルと呼ばれる虚弱
状態が問題となっており、こ
うした社会課題に対してエビ
デンスをもとにした食のスタ
イルを提案していく。

健康と美 医科学講座
アツギ株式会社

・「岩木プロジェクト健診」の
健康に関するビッグデータを
活用し、健康であるからこそ
出来る“美しい装い”から、着
る人を⾃主的な健康管理に
導くことを目指し研究を⾏う。
特に、外⾒的な特徴である
肥満に着目し、①体形の⾒
える化（データ化）、②補
正下着の着用、③健康教育
（栄養・運動）、④生活習
慣の改善 の4つのプロセス
を研究することで、健康増進
に最適な手段を検討する。

2018年6月1⽇〜
2021年5月31⽇

QOL推進医学講座
クラシエホールディングス

株式会社
2018年4月1⽇~
2021年3月31⽇

・冷えとフレイルに関連
する研究を起点に超多
項目健康ビッグデータ
活用による未病状態の
改善を目的として活動
を⾏うことで、ヘルスケ
アに関わるイノベーショ
ンを日々の暮らしへ取
り入れることを提案、
QOL向上を推進し続
けることを目指す。

フレイル予防学研究
講座

株式会社ファンケル
2019年5月1⽇〜
2022年月31⽇

・⾃律神経関連項目を測定
し、得られたデータを総合的
に解析することでフレイルの
病因を解明し、予防方法を
構築する。特に⼀般住⺠に
おける全体的健康度とフレ
イルとの関連の検討を⾏うと
ともに、健康やフレイルに良
好な影響を与える食生活・
生活習慣の探索を進める。

アクティブライフ
プロモーション学研究講座

花王株式会社

2016年12月1⽇〜
2022年11月30⽇

・生涯にわたり“動けるから
だづくり”をサポートするた
めの“健康を科学する”研
究を推進する
・弘前大学と連携した総
合的なヘルスケア研究の
更なる強化により、 “よき
モノづくり”を⾏ない、「清
潔」「美」「健康」「高齢化」
などの分野で社会的課題
解決に貢献する。

メタボロミクス
イノベーション学講座
ヒューマン・メタボローム・
テクノロジーズ株式会社

2019年5月1⽇〜
2021年4月30⽇

・「心と身体の健康増進」「疾
患の超早期予知・予兆」に資
するバイオマーカーの探索と、
将来の疾患リスク予測モデル
の構築と実用化に向けて、メ
タボロミクスのオミックスデー
タを解析し、心身の健康およ
び疾患の早期発⾒につなが
る予測モデルを構築する。

未病科学研究講座
明治安田生命保険

相互会社
株式会社ミルテル
2019年1月1⽇〜
2021年12月31⽇

・データの解析を通じて、
テロメア・多健康関連指
標と未病の関係を明ら
かにし、「未病」に着目し
た疾病予防、早期発⾒
の具体的教育・普及対
策を提案していく。

※味の素が新設。上記の他にもH社･L社など参画企業(約40社)からの新規投資多数予定

2020年4月現在

企業からの大型投資が本格化(共同研究講座)
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一
※上記の他にも複数企業が共同講座の新設に向けて協議中

■■共共同同研研究究講講座座名名 ■■企企業業名名

オーラルヘルスケア学講座 ライオン株式会社

アクティブライフプロモーション学研究講座 花王株式会社
先制栄養医学講座 協和発酵バイオ株式会社
ウォーターヘルスサイエンス講座 サントリー食品インターナショナル株式会社
⼥性の健康推進医学講座 大塚製薬株式会社
野菜生命科学講座 カゴメ株式会社
フローラ健康科学講座 株式会社テクノスルガ・ラボ

QOL推進医学講座 クラシエホールディングス株式会社
食と健康 科学講座 ハウス食品グループ本社株式会社
健康と美 医科学講座 アツギ株式会社

未病科学研究講座 明治安田生命保険相互会社
株式会社ミルテル

メタボロミクスイノベーション学講座 ヒューマン・メタボローム・テクノロジーズ株式会社
フレイル予防学研究講座 株式会社ファンケル

デジタルニュートリション学講座 味の素株式会社

■共同研究講座 開設状況

※多くの企業研究員が大学に常駐し、強固な連携基盤(共同研究環境)を構築

・医学・⻭学の連携に
より、口腔・睡眠と全
身健康の関係を解明
する
・「口腔機能」「睡眠」
を維持・改善し、生活
習慣病の予防に繋が
る製品・サービスを創
造する

オーラルヘルスケア学
講座

ライオン株式会社

2016年5月1⽇〜
2021年3月31⽇

⼥性の健康推進
医学講座

大塚製薬株式会社

2017年12月1⽇〜
2020年11月30⽇
・弘前大学が実施してきた健
康増進プロジェクト等で得ら
れた情報などを活用し、人の
健康寿命・QOLの向上に貢
献するための研究、特に⼥性
の健康寿命・QOLの向上に
貢献するため、エクオールに
着眼した研究を推進し、研究
成果を社会に還元し、最終
的には⻘森県⺠の健康増進
に貢献するとともに、世界に
先駆けた最新の情報と解決
策を国内外へ発信することを
目指す。

野菜生命科学講座
カゴメ株式会社

2018年1月1⽇〜
2020年12月31⽇

・認知症やメタボリックシ
ンドローム等の慢性疾患
の予防・改善において野
菜摂取が寄与する科学
的エビデンスの獲得と作
用機序の解明と、野菜
摂取量を増やすための
社会的な仕組みづくりの
開発を目的とする。

・ビッグデータを基に、生体
のアミノ酸を中心とする代謝
産物によるリスク解析や、介
入試験結果による健康寿命
延伸年数の統計解析等の
デジタル技術を駆使し、日
本の高齢者の課題や生活
習慣病の予防につながるソ
リューションを開発し、生活
者の健康増進／栄養改善
の貢献を図る。

2020年4月1⽇〜
2025年3月31⽇

デジタル
ニュートリション学講座
味の素株式会社

先制栄養医学講座
協和発酵バイオ
株式会社

・健康ビッグデータを活用
し、健康の気づきとなる
検査指標（体⼒、栄養、
血管、免疫 など）と必
要な啓発手法の開発を
⾏い、寿命⾰命への貢
献を目指す。

2017年2月1⽇〜
2022年1月31⽇

・健康ビッグデータの解析によ
り水分摂取と水分の体内動
態と健康状態の関係を明ら
かにし、短命といわれる⻘森
県⺠の疾病予防・改善につな
げ、最終的には国⺠全体の
健康の維持・増進への貢献を
目指す。

ウォーターヘルス
サイエンス講座

サントリー食品インター
ナショナル株式会社

2017年11月1⽇〜
2020年10月31⽇

フローラ健康
科学講座

テクノスルガ・ラボ
株式会社

2018年4月1⽇〜
2022年3月31⽇
・弘前大学が実施してきた
「岩木健康増進プロジェク
ト」等のビッグデータを基に、
ヒトの健康寿命・ＱＯＬの
向上に貢献するための研究、
特に腸内フローラおよび口
腔内フローラに着眼した研
究を推進し、研究成果を社
会に還元することを目的とす
る。

食と健康 科学講座
ハウス食品グループ本社

株式会社

2018年6月1⽇~
2021年5月31⽇

・食生活と様々な健康指標
との関連性を解明し、健康
寿命延伸につながる食習慣
を明らかにしていく。特に近
年の超高齢社会において、
認知症といった疾患や、さら
にはフレイルと呼ばれる虚弱
状態が問題となっており、こ
うした社会課題に対してエビ
デンスをもとにした食のスタ
イルを提案していく。

健康と美 医科学講座
アツギ株式会社

・「岩木プロジェクト健診」の
健康に関するビッグデータを
活用し、健康であるからこそ
出来る“美しい装い”から、着
る人を⾃主的な健康管理に
導くことを目指し研究を⾏う。
特に、外⾒的な特徴である
肥満に着目し、①体形の⾒
える化（データ化）、②補
正下着の着用、③健康教育
（栄養・運動）、④生活習
慣の改善 の4つのプロセス
を研究することで、健康増進
に最適な手段を検討する。

2018年6月1⽇〜
2021年5月31⽇

QOL推進医学講座
クラシエホールディングス

株式会社
2018年4月1⽇~
2021年3月31⽇

・冷えとフレイルに関連
する研究を起点に超多
項目健康ビッグデータ
活用による未病状態の
改善を目的として活動
を⾏うことで、ヘルスケ
アに関わるイノベーショ
ンを日々の暮らしへ取
り入れることを提案、
QOL向上を推進し続
けることを目指す。

フレイル予防学研究
講座

株式会社ファンケル
2019年5月1⽇〜
2022年月31⽇

・⾃律神経関連項目を測定
し、得られたデータを総合的
に解析することでフレイルの
病因を解明し、予防方法を
構築する。特に⼀般住⺠に
おける全体的健康度とフレ
イルとの関連の検討を⾏うと
ともに、健康やフレイルに良
好な影響を与える食生活・
生活習慣の探索を進める。

アクティブライフ
プロモーション学研究講座

花王株式会社

2016年12月1⽇〜
2022年11月30⽇

・生涯にわたり“動けるから
だづくり”をサポートするた
めの“健康を科学する”研
究を推進する
・弘前大学と連携した総
合的なヘルスケア研究の
更なる強化により、 “よき
モノづくり”を⾏ない、「清
潔」「美」「健康」「高齢化」
などの分野で社会的課題
解決に貢献する。

メタボロミクス
イノベーション学講座
ヒューマン・メタボローム・
テクノロジーズ株式会社

2019年5月1⽇〜
2021年4月30⽇

・「心と身体の健康増進」「疾
患の超早期予知・予兆」に資
するバイオマーカーの探索と、
将来の疾患リスク予測モデル
の構築と実用化に向けて、メ
タボロミクスのオミックスデー
タを解析し、心身の健康およ
び疾患の早期発⾒につなが
る予測モデルを構築する。

未病科学研究講座
明治安田生命保険

相互会社
株式会社ミルテル
2019年1月1⽇〜
2021年12月31⽇

・データの解析を通じて、
テロメア・多健康関連指
標と未病の関係を明ら
かにし、「未病」に着目し
た疾病予防、早期発⾒
の具体的教育・普及対
策を提案していく。

※味の素が新設。上記の他にもH社･L社など参画企業(約40社)からの新規投資多数予定

2020年4月現在

企業からの大型投資が本格化(共同研究講座)
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Ｃ
Ｏ
Ｉ
事
業
活
性
化
の
推
進
と

共
同
研
究
講
座

医
学
研
究
科
長　

廣　

田　

和　

美

医 学 研 究 科 長
医 学 部 長 寄 稿

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
健
診

事
業
が
九
月
に
ず
れ
込
み
、
岩

木
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
健

診
が
九
月
十
七
日
㈭
～
二
十
五

日
㈮
、
い
き
い
き
健
診
が
九
月

二
十
六
日
㈯
～
三
十
日
㈬
に
、

中
央
公
民
館
岩
木
館
・
岩
木
文

化
セ
ン
タ
ー
あ
そ
べ
ー
る
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
感
染
予
防
の

観
点
か
ら
三
密
を
避
け
て
、
健

診
項
目
も
半
分
に
絞
っ
て
行
う

な
ど
、
万
全
の
態
勢
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
様
方
の

努
力
の
結
果
、
住
民
の
方
々
か

ら
も
好
評
で
あ
っ
た
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
、

無
事
に
終
了
し
ま
し
た
こ
と
に

安
堵
す
る
と
と
も
に
、
関
係
者

の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
健
診

事
業
の
時
期
に
合
わ
せ
た
か
の

よ
う
に
朗
報
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
健
診
事
業
を
基
に
進
め
て

い
る
弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
は
、
全

国
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
機
関

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
が
主
催
す

る
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト

ア
ワ
ー
ド
２
０
２
０
」
で
、
最

高
賞
で
あ
る
文
部
科
学
大
臣
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
、

政
府
系
主
要
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ワ
ー
ド
三
冠
（
二
〇
一
八
年

度
日
本
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
大
賞
［
内
閣
総
理
大
臣

賞
］、
二
〇
一
九
年
度
プ
ラ
チ

ナ
大
賞
［
総
務
大
臣
賞
］
と
併

せ
て
）
を
達
成
し
ま
し
た
。
本

当
に
素
晴
ら
し
い
の
一
言
で

す
。
こ
れ
も
ま
た
、
関
係
者
の

皆
様
方
に
よ
る
長
年
の
御
努
力

の
賜
物
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
前
回
の
医
学
部
ウ
ォ

ー
カ
ー
で
も
触
れ
ま
し
た
Ｃ
Ｏ

Ｉ
事
業
で
す
が
、
令
和
三
年
度

末
で
終
了
致
し
ま
す
。
そ
の
時

点
で
、
多
く
の
共
同
研
究
講
座

も
終
了
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
予

定
で
あ
り
、
決
定
事
項
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
今
年
度

十
月
末
で
終
了
予
定
だ
っ
た
ウ

ォ
ー
タ
ー
ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス

講
座
（
サ
ン
ト
リ
ー
食
品
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社
）

は
、
既
に
延
長
を
決
め
て
お
り

ま
す
様
に
、
今
後
の
事
業
の
発

展
性
が
見
込
め
れ
ば
、
多
く
の

企
業
が
契
約
を
延
長
す
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
実
際
Ｃ
Ｏ
Ｉ
事
業

は
終
了
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

今
年
度
か
ら
令
和
六
年
度
末
ま

で
の
予
定
で
、
デ
ジ
タ
ル
ニ
ュ

ー
ト
リ
シ
ョ
ン
学
講
座
（
味
の

素
株
式
会
社
）
が
立
ち
上
が
り

ま
し
た
し
、
来
年
度
か
ら
大
正

製
薬
株
式
会
社
の
共
同
研
究
講

座
を
令
和
六
年
度
末
ま
で
の
予

定
で
設
置
さ
れ
る
計
画
で
す
。

で
す
の
で
、
医
学
研
究
科
と
し

て
、
共
同
研
究
講
座
と
更
な
る

連
携
を
図
る
こ
と
で
、
多
く
の

共
同
研
究
講
座
の
延
長
並
び
に

新
規
講
座
の
設
置
が
望
め
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
流
れ
で
、
公

募
さ
れ
る
で
あ
ろ
うPost CO

I

事
業
の
獲
得
を
目
指
し
、
こ
の

健
康
増
進
事
業
を
発
展
さ
せ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
各
講
座
の
協
力
が
必

須
で
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
一
方
で
、
皆
さ
ん

は
、
共
同
研
究
講
座
が
何
を
し

て
い
て
、
我
々
医
学
研
究
科
に

何
を
求
め
て
い
る
の
か
が
、
よ

く
分
か
ら
な
い
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
八

－

九
月
に
、
共
同
研

究
講
座
と
臨
床
系
講
座
の
紐
付

け
を
進
め
る
た
め
に
、
伊
東
副

セ
ン
タ
ー
長
と
村
下
副
セ
ン
タ

ー
長
が
幾
つ
か
の
講
座
に
説
明

に
伺
っ
た
時
に
、
お
二
人
が
感

じ
た
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
各
共
同
研
究
講
座
の
研

究
内
容
を
知
っ
て
頂
く
た
め

に
、
共
同
研
究
講
座
に
関
わ
る

全
企
業
の
皆
さ
ん
に
よ
る
説
明

会
を
、
十
月
と
十
一
月
二
回
に

行
っ
た
次
第
で
す
。
十
二
月
か

ら
は
、
教
授
会
の
前
後
等
を

使
っ
て
、
各
企
業
と
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ

討
論
の
機
会
を
再
度
作
り
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
講
座
は
是

非
御
参
加
下
さ
い
。
ま
た
、
御

連
絡
頂
け
れ
ば
、
別
途
、
企
業

と
の
話
し
合
い
の
場
を
個
別
に

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
致
し
ま
す
の
で
、

御
気
軽
に
御
声
掛
け
下
さ
い
。

　

H
um

an M
ortality D

ata-
base

に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
七

年
生
ま
れ
の
日
本
人
、
現
在
の

小
学
六
年
生
の
寿
命
中
央
値
は

百
七
歳
で
す
。
つ
ま
り
、
百
寿

社
会
は
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い

る
こ
と
を
実
感
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
一
方
で
、
百
歳
以
上
の

半
数
は
寝
た
き
り
で
あ
り
、
ま

た
健
康
寿
命
と
平
均
寿
命
で
は

約
十
歳
の
差
が
あ
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
人
生
最
後
の
十
年
間
は

健
康
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
本
Ｃ
Ｏ
Ｉ
事
業
並

び
に
健
康
未
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
目
的
は
、「
健

康
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
最
新
科
学

が
も
た
ら
す
〝
健
康
長
寿
社

会
〟
の
達
成
」
で
す
。
こ
れ
を

　

こ
の
た
び
、
令
和
二
年
十
一

月
一
日
付
け
で
獨
協
医
科
大
学

産
科
婦
人
科
学
講
座
主
任
教
授

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
弘
前

を
は
な
れ
て
三
十
年
に
な
り
ま

す
の
で
、
今
回
寄
稿
の
機
会
を

賜
り
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
を
大
変
光
栄
に
存
じ
て

お
り
ま
す
。

　

私
は
、
昭
和
五
十
九
年
に
弘

前
大
学
医
学
部
に
入
学
、
在
学

中
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属

し
て
お
り
、
部
活
の
ほ
か
夏
は

テ
ニ
ス
、
冬
は
ス
キ
ー
と
駆
け

回
っ
て
い
ま
し
た
。
多
く
の
仲

間
た
ち
と
、
夏
は
鰺
ヶ
沢
の
海

に
も
ぐ
り
銛
で
魚
を
と
り
、
秋

は
露
天
め
ぐ
り
と
山
菜
と
り
、

冬
は
大
鰐
ス
キ
ー
場
の
こ
ぶ
斜

面
を
攻
め
る
な
ど
、
四
季
折
々

の
青
森
の
自
然
を
満
喫
し
て
い

た
の
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

　

平
成
二
年
に
弘
前
大
学
を
卒

業
し
て
か
ら
は
、
父
が
千
葉
で

開
業
（
産
婦
人
科
）
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
直
ち
に
千
葉
に

も
ど
り
高
見
澤
裕
吉
教
授
が
主

宰
す
る
千
葉
大
学
産
婦
人
科
教

室
で
研
修
を
開
始
し
ま
し
た
。

教
授
就
任
に
際
し
て
の
ご
挨
拶

教
授
就
任
に
際
し
て
の
ご
挨
拶

当
初
は
産
科
医
を
目
指
し
て
い

ま
し
た
が
、
五
年
目
で
帰
局
し

て
か
ら
は
婦
人
科
腫
瘍
を
専
門

と
し
、
関
谷
宗
英
教
授
の
指
導

の
も
と
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
陰
性
子
宮
頸

癌
の
細
胞
株
の
樹
立
と
、
そ
の

発
癌
機
序
の
解
明
を
テ
ー
マ
に

学
位
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子

宮
頸
癌
研
究
で
は
、
東
京
大
学

の
川
名
尚
教
授
、
筑
波
大
学
の

吉
川
裕
之
教
授
と
継
続
さ
れ
た

Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
班
研
究
に
も
十
年
以

上
に
わ
た
り
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
生
水
真

紀
夫
教
授
の
指
導
の
も
と
、
子

宮
体
癌
と
肥
満
・
イ
ン
ス
リ
ン

抵
抗
性
の
関
連
に
注
目
し
、
基

礎
研
究
・
臨
床
研
究
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
千
葉
大
学
は
臨
床

獨
協
医
科
大
学
産
科
婦
人
科
学
講
座　

主
任
教
授　

三　

橋　
　
　

暁
　

毎
年
十
月
初
め
に
執
り
行
わ

れ
て
い
た
弘
前
大
学
大
学
院
医

学
研
究
科
解
剖
体
慰
霊
祭
が
今

般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
を
受
け
て
本
年
度
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

四
月
の
非
常
事
態
宣
言
の
下
、

本
年
度
前
期
の
授
業
が
全
て
対

面
授
業
禁
止
と
な
り
、
四
月
か

ら
六
月
に
か
け
て
行
わ
れ
る
予

定
で
あ
っ
た
人
体
解
剖
学
実
習

が
中
止
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け

て
、
参
列
者
の
皆
様
の
三
密

（
密
集
・
密
閉
・
密
接
）
状
態

を
避
け
る
こ
と
も
考
慮
し
た
上

で
の
判
断
と
な
り
ま
し
た
。
ご

遺
族
な
ら
び
に
参
列
者
の
皆
様

と
と
も
に
ご
献
体
頂
き
ま
し
た

御
霊
に
対
し
て
深
い
感
謝
の
念

を
述
べ
る
と
と
も
に
ご
遺
族
へ

の
厚
い
御
礼
の
意
を
捧
げ
る
機

会
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
こ

と
は
誠
に
痛
恨
の
思
い
で
す
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
て
、
例
年

慰
霊
祭
と
同
日
に
行
わ
れ
て
い

た
弘
前
大
学
白
菊
会
総
会
も
ご

高
齢
の
方
が
多
い
白
菊
会
会
員

の
皆
様
の
感
染
防
止
対
策
を
徹

底
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と

思
わ
れ
た
た
め
に
、
中
止
の
判

断
を
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
。
常
日
頃
弘
前
大
学
医
学
部

解
剖
体
慰
霊
祭
中
止

令
和
２
年
度

生
体
構
造
医
科
学
講
座　

教
授　

下　

田　
　
　

浩

後援会のご案内
会長　石戸谷　忻　一

　弘前大学後援会では、学生の学業、課外活動への助成、
学生の進路指導に必要な助成等学生生活の多岐にわたる
分野の助成を行っております。つきましては、何卒本会
の趣旨にご賛同頂きまして、各位の格別のご高配、ご支
援を賜りますよう、切にお願い申し上げます。
　なお、入会方法等の詳細については、弘前大学総務部
総務広報課（Tel：0172-39-3012、E-mail：jm3012@
hirosaki-u.ac.jp）までご連絡いただくか、弘前大学後援
会ホームページ（http://www.hirosaki-u.ac.jp/kouen/
index.html）をご覧ください。

弘前大学

達
成
す
る
た
め
に
、
デ
ー
タ
解

析
部
門
を
立
ち
上
げ
、
十
一
月

に
京
都
大
学
か
ら
玉
田
教
授
が

赴
任
し
、
さ
ら
に
は
地
域
の
健

康
づ
く
り
部
門
に
は
准
教
授
の

ポ
ス
ト
を
新
た
に
付
け
、
光
学

医
療
診
療
部
か
ら
異
動
し
た
三

上
先
生
に
担
当
し
て
貰
っ
て
い

ま
す
。
弘
前
大
学
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
、〝
世
界
に
発
信
し
、
地

域
と
共
に
創
造
す
る
〟
で
す
の

で
、
ま
さ
に
健
康
未
来
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
行
う

事
業
は
弘
前
大
学
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
そ
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
健

康
未
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
を
中
心
と
し
て
医
学
研
究

科
が
一
丸
と
な
り
、
今
ま
で
に

は
な
い
新
た
な
健
康
長
寿
社
会

を
〝
地
域
と
共
に
創
造
〟
し
、

そ
れ
を
社
会
実
装
し
て
行
き
、

ひ
い
て
は
そ
れ
を
〝
世
界
に
発

信
〟
し
て
行
こ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

ど
う
か
皆
様
の
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

に
お
け
る
献
体
活
動
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
い
ま
す
白
菊
会
会

員
の
皆
様
が
一
堂
に
会
し
、
会

員
同
士
の
意
見
交
換
や
健
康
講

話
、
そ
し
て
学
生
と
の
触
れ
合

い
を
毎
年
楽
し
み
に
し
て
お
ら

れ
る
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
本

当
に
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
一

杯
で
す
。

　

今
年
度
の
人
体
解
剖
学
実
習

は
鬼
島
学
務
委
員
長
初
め
関
係

諸
先
生
方
の
ご
高
配
を
い
た
だ

き
、
対
面
授
業
が
行
わ
る
こ
と

に
な
っ
た
こ
の
十
月
よ
り
よ
う

や
く
開
始
さ
れ
ま
す
。
例
年
に

比
べ
る
と
き
わ
め
て
限
ら
れ
た

実
習
時
間
と
な
り
ま
す
が
、
解

剖
実
習
室
の
再
整
備
お
よ
び
実

習
室
へ
の
入
退
室
を
含
め
た
行

動
様
式
と
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
感
染
予
防
対
策
を
徹

底
し
た
上
で
、
少
な
い
時
間
内

で
で
き
る
だ
け
教
育
効
果
を
挙

げ
ら
れ
る
よ
う
に
内
容
を
工
夫

し
な
が
ら
行
う
予
定
で
す
。

　

来
年
度
の
解
剖
体
慰
霊
祭
お

よ
び
白
菊
会
総
会
に
つ
い
て
は

既
に
そ
の
準
備
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
今
は
た
だ
無
事
そ
の

日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

研
究
中
核
病
院
で
あ
り
、
そ
の

な
か
で
多
く
の
臨
床
試
験
に
も

た
ず
さ
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
特

に
子
宮
体
癌
妊
孕
性
温
存
療
法

に
糖
尿
病
治
療
薬
メ
ト
ホ
ル
ミ

ン
を
併
用
す
る
臨
床
第
二
相
試

験
で
は
、
良
好
な
成
績
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
成

果
か
ら
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
予
算
を
獲
得

し
、
子
宮
体
癌
に
対
す
る
メ
ト

ホ
ル
ミ
ン
の
臨
床
応
用
を
め
ざ

し
た
医
師
主
導
治
験
を
、
研
究

代
表
者
と
し
て
実
施
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

獨
協
医
科
大
学
は
、
一
九
七

三
年
に
栃
木
県
に
設
置
さ
れ
た

私
立
大
学
で
産
婦
人
科
教
室
は

私
が
五
代
目
と
な
り
ま
す
。
最

寄
り
駅
は
お
も
ち
ゃ
の
町
駅
と

い
う
風
変
わ
り
な
名
前
で
、
宇

都
宮
か
ら
東
京
よ
り
に
車
で
三

十
分
ほ
ど
の
田
舎
に
あ
り
ま

す
。「
学
問
を
通
じ
て
の
人
間

形
成
」
を
す
る
と
い
う
建
学
の

精
神
に
の
っ
と
り
学
生
教
育
に

も
力
を
い
れ
、
地
域
社
会
の
医

療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
役
割
も

果
た
し
て
い
ま
す
。
私
は
獨
協

医
科
大
学
で
初
め
て
の
弘
前
大

学
出
身
者
の
主
任
教
授
と
な
り

ま
す
。
母
校
の
名
に
恥
じ
な
い

よ
う
臨
床
・
研
究
に
邁
進
し
、

地
域
医
療
に
も
貢
献
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
も
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
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櫻
井
記
念
医
学
研
究
賞
は
株

式
会
社
丸
大
サ
ク
ラ
ヰ
薬
局

（
代
表
取
締
役
：
櫻
井
清
氏
）

か
ら
の
ご
寄
附
を
原
資
と
し
て

平
成
二
十
九
年
度
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
特
別
賞
は
一
件
三
百

万
円
以
内
、
若
手
奨
励
賞
は
二

件
百
万
円
以
内
と
し
て
お
り
、

選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
国
際
共
同
研
究
の
実
績
だ

け
で
な
く
、
今
後
の
研
究
計
画

を
審
査
し
、
受
賞
者
に
は
研
究

論
文
を
成
果
と
し
て
求
め
る
こ

と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

第
三
回
と
な
る
今
年
度
は
五

月
に
公
募
を
開
始
し
、
特
別
賞

に
は
四
名
、
若
手
奨
励
賞
に
は

一
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

研
究
推
進
委
員
会
に
お
け
る
選

考
の
結
果
、
特
別
賞
に
は
脳
神

経
病
理
学
講
座
の
三
木
康
生
助

教
（
研
究
課
題
：
多
系
統
萎
縮

症
の
臨
床
診
断
基
準
改
善
の
た

め
の
国
際
共
同
研
究
：
３
２
４

剖
検
例
を
用
い
た
臨
床
病
理
学

的
検
討
）
を
、
若
手
奨
励
賞
に

は
循
環
器
腎
臓
内
科
学
講
座
の

石
田
祐
司
助
教
（
研
究
課
題
：

筋
電
位
干
渉
を
原
因
と
す
る
皮

下
植
込
み
型
除
細
動
器
不
適
切

作
動
の
低
減
に
関
す
る
検
討
）

に
決
定
致
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
第
三
回
櫻
井
記
念

医
学
研
究
賞
特
別
賞
を
賜
る
こ

と
と
な
り
、
大
変
光
栄
に
存
じ

ま
す
。
賞
の
原
資
を
ご
寄
付
い

た
だ
い
た
株
式
会
社
丸
大
サ
ク

ラ
ヰ
薬
局
の
櫻
井
清
様
な
ら
び

に
選
考
に
関
わ
ら
れ
た
先
生
方

に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
が
今
回
挑
戦
す
る
研
究

テ
ー
マ
は
『
多
系
統
萎
縮
症

（
Ｍ
Ｓ
Ａ
）
の
臨
床
診
断
基
準

改
善
の
た
め
の
国
際
共
同
研

究
：
３
２
４
剖
検
例
を
用
い
た

臨
床
病
理
学
的
検
討
』
で
す
。

Ｍ
Ｓ
Ａ
は
高
度
の
自
律
神
経
障

害
、L-D

O
PA

に
反
応
性
の
乏

し
い
パ
ー
キ
ン
ソ
ニ
ズ
ム
、
小

脳
失
調
を
三
徴
と
す
る
原
因
不

明
の
神
経
変
性
疾
患
で
す
。
根

本
的
な
治
療
薬
は
あ
り
ま
せ

ん
。
上
述
の
定
義
を
見
る
と
単

純
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、
Ｍ
Ｓ

Ａ
の
臨
床
症
状
は
実
に
多
彩

で
、
Ｍ
Ｓ
Ａ
と
病
理
診
断
さ
れ

た
約
二
割
は
Ｍ
Ｓ
Ａ
の
類
縁
疾

患
で
あ
る
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

（
Ｐ
Ｄ
）
や
、
垂
直
性
、
特
に

下
方
へ
向
か
う
眼
球
運
動
障
害

と
パ
ー
キ
ン
ソ
ニ
ズ
ム
を
特
徴

と
す
る
進
行
性
核
上
性
麻
痺

（
Ｐ
Ｓ
Ｐ
）
と
臨
床
診
断
さ
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
Ｍ
Ｓ
Ａ
の
一
部
は
Ｐ

Ｄ
と
区
別
が
つ
か
な
い
ほ
ど
の

軽
い
自
律
神
経
障
害
を
呈
す

る
、
Ｐ
Ｄ
と
同
様
にL-D

O
PA

の
反
応
性
が
保
た
れ
る
、
あ
る

い
は
Ｐ
Ｓ
Ｐ
様
の
垂
直
性
注
視

麻
痺
を
呈
す
る
こ
と
が
あ
る
の

で
す
。
こ
れ
は
新
し
い
薬
剤
の

効
果
を
判
定
す
る
上
で
大
き
な

問
題
で
す
。
Ｐ
Ｄ
や
Ｐ
Ｓ
Ｐ
患

者
さ
ん
に
新
し
い
薬
を
投
与
す

る
場
合
、
あ
る
一
定
数
の
Ｍ
Ｓ

Ａ
患
者
さ
ん
が
混
じ
っ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
全
体
で

効
果
な
し
と
い
う
間
違
っ
た
結

果
を
導
き
か
ね
ま
せ
ん
。
今

回
、
二
〇
一
八
年
四
月
か
ら
二

年
間
研
究
留
学
し
て
い
た
英
国

U
niversity College London 

（U
CL

）, Q
ueen Square Brain 

Bank

と
共
同
研
究
を
行
い
、

Ｍ
Ｓ
Ａ
と
臨
床
・
病
理
学
的
に

診
断
さ
れ
た
典
型
的
Ｍ
Ｓ
Ａ 

（
Ｎ=

177
）、
Ｐ
Ｄ
や
Ｐ
Ｓ
Ｐ
と

臨
床
診
断
さ
れ
た
非
典
型
的
Ｍ

Ｓ
Ａ
（
Ｎ=

42
）、
臨
床
・
病

理
学
的
に
Ｐ
Ｄ
（
Ｎ=

35
） 

あ

る
い
は
Ｐ
Ｓ
Ｐ 

（
Ｎ=

70
） 

と

診
断
さ
れ
た
剖
検
例
を
対
象

に
、
ど
の
臨
床
症
状
の
組
み
合

わ
せ
が
非
典
型
的
Ｍ
Ｓ
Ａ
を
同

定
す
る
の
に
有
用
で
あ
っ
た
か

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

割
愛
し
ま
す
が
、
大
変
良
い

デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

学
術
誌
に
現
在
投
稿
中
で
す
。

さ
ら
に
、
典
型
的
Ｍ
Ｓ
Ａ
と
非

典
型
的
Ｍ
Ｓ
Ａ
で
は
頭
部
Ｍ
Ｒ

Ｉ
で
何
が
異
な
る
の
か
、
そ
の

鑑
別
ポ
イ
ン
ト
は
何
か
に
つ
い

て
Ｕ
Ｃ
Ｌ
の
神
経
放
射
線
医
を

中
心
と
し
た
チ
ー
ム
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
お

り
、
平
行
し
て
進
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
研
究
結
果
が
Ｍ

Ｓ
Ａ
や
Ｍ
Ｓ
Ａ
類
縁
疾
患
に
苦

し
ん
で
い
る
患
者
さ
ん
の
助
け

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
辛
抱
強

く
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
教
室

の
先
生
方
、
こ
の
様
な
貴
重
な

機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
全

て
の
方
に
重
ね
て
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
研
究

に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
は
第
三
回
櫻
井
記
念

医
学
研
究
賞
受
賞
に
際
し
ま
し

て
、
賞
の
原
資
を
ご
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
株
式
会
社
丸
大
サ

ク
ラ
ヰ
薬
局　

櫻
井
清
様
は
じ

め
関
係
者
の
皆
様
、
選
考
委
員

の
先
生
方
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
は
二
〇
一
九
年
四
月
か
ら

米
国M

edical U
niversity of 

South C
arolina 

（M
U

SC

）, 
D

ivision of Cardiology

に
て

研
究
留
学
を
行
い
、
心
臓
植
え

込
み
デ
バ
イ
ス
、
特
に
皮
下
植

込
み
型
除
細
動
器
（S-ICD

） 

に
関
す
る
臨
床
研
究
を
進
め
て

お
り
ま
し
た
。
当
初
二
年
間
の

留
学
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

が
、CO

V
ID

-19

の
感
染
拡
大

に
伴
い
、
二
〇
二
〇
年
四
月
に

急
遽
帰
国
す
る
こ
と
と
な
っ
た

た
め
、
断
念
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
。
本
研
究
助
成

の
要
項
と
し
て
国
際
共
同
研
究

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
の
で
、
留
学

先
で
あ
っ
た
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
と
の
共

同
研
究
に
よ
り
、
構
想
を
練
っ

て
い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め

ら
れ
れ
ば
と
考
え
、
応
募
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
す
。

　

私
の
研
究
テ
ー
マ
はS-ICD

に
お
け
る
不
適
切
作
動
に
関
す

る
も
の
で
す
。
植
込
み
型
除
細

動
器
は
致
死
性
不
整
脈
に
よ
る

心
臓
突
然
死
を
防
ぐ
確
立
さ
れ

た
治
療
法
で
は
あ
り
ま
す
が
、

時
に
不
適
切
作
動
（
誤
作
動
）

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
当
科
のS-ICD

レ

ジ
ス
ト
リ
ー
で
も
年
率
五
％
程

度
の
不
適
切
作
動
を
認
め
、
そ

の
原
因
に
は
心
電
図
上
の
Ｔ
波

の
オ
ー
バ
ー
セ
ン
シ
ン
グ
や
筋

電
位
干
渉
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

Ｔ
波
の
オ
ー
バ
ー
セ
ン
シ
ン
グ

は
フ
ィ
ル
タ
ー
処
理
に
よ
り
、

不
適
切
作
動
の
低
減
が
な
さ
れ

ま
し
た
が
、
筋
電
位
干
渉
に
対

し
て
の
有
効
な
対
応
は
限
定
的

で
あ
る
の
が
現
状
で
す
。
一
方

で
米
国
で
は
筋
電
位
干
渉
に
よ

るS-ICD

の
不
適
切
作
動
を
経

験
す
る
こ
と
は
非
常
に
ま
れ
で

し
た
。
そ
こ
で
日
本
人
と
米
国

人
の
間
で
筋
電
位
干
渉
の
頻
度

に
違
い
が
あ
る
の
か
と
い
う
ク

リ
ニ
カ
ル
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
が
生

ま
れ
、
ま
た
Ｔ
波
の
オ
ー
バ
ー

セ
ン
シ
ン
グ
を
低
減
さ
せ
る

フ
ィ
ル
タ
ー
処
理
が
筋
電
位
干

渉
を
低
減
さ
せ
る
か
と
い
う
こ

と
も
興
味
深
く
、
今
回
の
研
究

を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

S-ICD

は
二
〇
一
六
年
よ
り
本

邦
で
使
用
が
可
能
と
な
っ
た
比

較
的
新
し
い
デ
バ
イ
ス
で
あ
る

た
め
、
文
献
の
大
多
数
は
海
外

か
ら
の
報
告
に
よ
る
も
の
で

す
。
こ
の
研
究
に
よ
り
結
果
を

出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
米
国

と
比
較
し
た
日
本
人
独
自
の
エ

ビ
デ
ン
ス
を
作
り
出
す
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
式
で
は
櫻
井
様

に
直
接
お
目
に
か
か
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
櫻
井

様
の
理
念
で
あ
る
短
命
県
返
上

に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
研
究
を

進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
こ
れ

ら
の
研
究
の
成
果
を
日
常
診
療

に
還
元
で
き
る
よ
う
努
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
は
表
彰
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は

十
和
田
市
生
ま
れ
で
八
戸
高
等

学
校
の
出
身
で
す
が
、
人
前
で

話
す
こ
と
が
子
供
の
こ
ろ
か
ら

苦
手
で
し
た
。
当
時
、
田
舎
の

進
学
校
の
生
徒
が
目
指
す
職
業

と
し
て
教
師
、
弁
護
士
、
医
師

と
い
っ
た
も
の
し
か
知
ら
ず
、

人
前
で
授
業
を
す
る
教
員
な
ど

は
で
き
な
い
と
考
え
て
医
学
部

を
受
験
し
た
と
思
い
ま
す
。
そ

の
私
が
偶
然
、
大
学
の
教
員
の

立
場
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

魅
力
の
あ
る
授
業
が
で
き
て
い

な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に

は
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
も
持
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
今
回
の

教
育
に
関
す
る
賞
を
い
た
だ
い

た
こ
と
は
身
に
余
る
光
栄
で
あ

る
と
と
も
に
、
自
信
に
も
な
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
は
平
成
五
年
に
本
学
を
卒

業
し
、
内
科
学
第
一
講
座
（
現

消
化
器
血
液
内
科
学
講
座
）
に

入
り
ま
し
た
。
学
生
時
代
の
実

習
を
受
け
た
時
に
、
当
講
座
の

先
輩
方
は
患
者
さ
ん
へ
の
接
し

方
や
医
師
と
し
て
の
在
り
方
を

含
め
て
丁
寧
に
指
導
し
て
い
た

こ
と
が
入
局
を
決
め
た
理
由
の

一
つ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
衛

生
学
の
大
学
院
を
卒
業
し
、
関

連
病
院
の
勤
務
を
経
て
、
平
成

十
三
年
か
ら
一
年
三
か
月
間

ジ
ャ
マ
イ
カ
に
行
く
機
会
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
ジ
ャ
マ
イ
カ
で

は
肥
満
が
体
に
良
く
な
い
こ
と

を
宣
伝
し
、
現
地
の
保
健
所
で

健
診
制
度
を
立
ち
上
げ
て
教
育

す
る
こ
と
が
任
務
で
し
た
。
言

葉
の
不
自
由
に
加
え
て
、
日
本

人
と
全
く
感
覚
の
異
な
る
現
地

の
人
を
相
手
に
す
る
の
は
大
変

で
あ
り
、
あ
ま
り
役
に
は
立
ち

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
と
な
っ

て
は
非
常
に
良
い
経
験
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
関
連
病
院
に
勤
務

後
、
平
成
十
六
年
よ
り
大
学
に

戻
り
、
十
九
年
か
ら
授
業
を
受

け
持
た
せ
て
も
ら
う
機
会
を
得

て
、
現
在
に
至
り
ま
す
。
今
日

は
医
学
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て

の
分
野
で
の
こ
と
と
考
え
ま
す

が
、
日
々
知
識
は
ア
ッ
プ
デ
ー

　

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
こ
と
も
あ
り
、
櫻

井
様
の
御
臨
席
は
か
な
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
令
和
二
年
九
月

十
日
に
医
学
研
究
科
大
会
議
室

に
お
い
て
、
第
三
回
櫻
井
記
念

医
学
研
究
賞
授
賞
式
が
、
福
田

眞
作
学
長
ご
列
席
の
も
と
行
わ

れ
ま
し
た
。
医
学
研
究
科
長
挨

第
３
回
櫻
井
医
学
研
究
賞
授
賞
式

医
学
研
究
科
長　

医
学
研
究
科
長　

廣　

田　

和　

美

廣　

田　

和　

美

拶
の
後
、
今
回
の
受
賞
者
に
助

成
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
福

田
学
長
よ
り
お
祝
い
の
お
言
葉

が
あ
り
、
受
賞
者
か
ら
は
挨
拶

と
受
賞
対
象
と
な
っ
た
研
究
に

関
す
る
説
明
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
参
加
者
全
員
で
記

念
撮
影
を
行
い
、
式
は
終
了
し

ま
し
た
。

　

研
究
の
継
続
に
は
ア
イ
デ
ア

と
研
究
環
境
と
研
究
費
が
必
要

で
す
。
こ
の
賞
が
、
弘
前
大
学

大
学
院
医
学
研
究
科
に
お
け
る

国
際
共
同
研
究
の
発
展
と
若
手

研
究
者
の
支
援
に
貢
献
し
て
い

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

特
別
賞
を
受
賞
し
て

脳
神
経
病
理
学
講
座　

助
教　

三　

木　

康　

生

若
手
奨
励
賞
を
受
賞
し
て

循
環
器
腎
臓
内
科
学
講
座　

助
教　

石　

田　

祐　

司

教
育
に
関
し
て
優
れ
た
業
績
を
上
げ
た
教
員
を
受
賞
し
て

教
育
に
関
し
て
優
れ
た
業
績
を
上
げ
た
教
員
を
受
賞
し
て

令
和
２
年
度

令
和
２
年
度

む
つ
下
北
地
域
医
療
学
講
座　

准
教
授　

む
つ
下
北
地
域
医
療
学
講
座　

准
教
授　

遠　

藤　
　
　

哲

遠　

藤　
　
　

哲

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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令
和
二
年
度
弘
前
大
学
及
び

弘
前
大
学
大
学
院
秋
季
学
位
記

授
与
式
が
、
令
和
二
年
九
月
三

十
日
㈬
午
前
十
時
三
十
分
か

ら
、
弘
前
大
学
創
立
50
周
年
記

念
会
館
岩
木
ホ
ー
ル
に
お
い
て

行
わ
れ
、
五
十
名
に
学
位
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
秋
季
学
位
授

与
者
の
内
訳
は
、
学
士
学
位
授

与
者
二
十
二
名
、
修
士
学
位
授

与
者
十
名
、
博
士
学
位
授
与
者

十
八
名
（
こ
の
内
、
医
学
研
究

科
は
博
士
学
位
授
与
者
十
四

名
）
で
し
た
。
福
田
眞
作
学
長

よ
り
、
学
部
卒
業
生
お
よ
び
大

学
院
修
了
者
に
学
位
記
が
授
与

さ
れ
た
後
、
告
示
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
令
和
二
年
度
弘

前
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
秋

季
学
位
記
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
医
学
研
究
科
で
は
秋
季

学
位
授
与
者
が
毎
年
コ
ン
ス
タ

ン
ト
に
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

以
下
の
二
つ
の
理
由
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
一
つ
目
は
、
四
年
の

修
業
年
限
内
に
修
了
で
き
る
学

生
が
減
少
し
た
こ
と
で
す
。
大

学
院
が
部
局
化
さ
れ
た
平
成
十

九
年
度
か
ら
、
学
位
論
文
と
し

て
提
出
さ
れ
る
論
文
は
す
べ
て

査
読
制
の
あ
る
雑
誌
に
採
択
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
た
結
果
、
な
か
な
か
論
文
が

採
択
さ
れ
ず
、
四
年
生
と
し
て

留
年
す
る
学
生
が
増
加
し
た
こ

と
で
す
。
も
う
一
つ
の
理
由

は
、
修
業
年
限
短
縮
制
度
を
用

い
て
修
了
す
る
学
生
が
増
え
て

い
る
こ
と
で
す
。
医
学
研
究
科

で
は
、
優
れ
た
研
究
業
績
を
上

げ
た
学
生
に
つ
い
て
は
、
三
年

あ
る
い
は
三
年
半
で
修
了
す
る

こ
と
が
で
き
る
修
了
年
限
短
縮

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
従
っ

て
、
春
季
入
学
で
半
年
早
く
修

了
す
る
学
生
と
秋
季
入
学
で
一

年
早
く
修
了
す
る
学
生
は
、
秋

季
学
位
記
授
与
式
で
学
位
を
授

与
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
の
医
学
研
究
科
の
秋
季

秋季学位記授与式
医学研究科長　廣　田　和　美

令和2年度

修
了
生
は
甲
の
十
四
名
（
論
文

提
出
に
よ
る
乙
〇
名
）
で
し
た

が
、
そ
の
内
三
名
は
修
業
年
限

短
縮
が
認
め
ら
れ
て
修
了
さ
れ

た
方
で
し
た
。
論
文
の
質
を
評

価
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い

こ
と
で
す
が
、
今
回
の
修
了
生

の
学
位
論
文
は
何
れ
も
素
晴
ら

し
い
内
容
で
あ
り
、
学
位
授
与

者
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
の
秋

季
学
位
記
伝
達
式
に
は
、
六
名

が
出
席
し
私
か
ら
学
位
記
を
授

与
致
し
ま
し
た
。
修
了
生
の
皆

さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
心
よ
り
お
慶
び
申
上
げ

ま
す
。

ト
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
私
が
主

に
担
当
す
る
肝
胆
膵
の
分
野
で

も
こ
の
十
年
で
Ｂ
型
肝
炎
や
Ｃ

型
肝
炎
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
自
己
免
疫
性

膵
炎
や
脂
肪
肝
炎
の
概
念
が
一

般
化
す
る
な
ど
、
大
学
の
教
員

と
し
て
新
し
い
知
識
を
常
に
身

に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
ま
す
。
一

方
、
臓
器
の
機
能
や
生
理
学
と

い
っ
た
分
野
は
普
遍
的
で
よ
り

大
事
な
こ
と
を
年
々
強
く
感
じ

ま
す
。
ま
た
、
良
い
医
師
を
養

成
し
て
い
く
と
い
う
面
で
の
教

育
は
よ
り
変
わ
ら
な
い
テ
ー
マ

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
教
員
と
し
て
学
生
、

後
輩
に
提
供
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

本
年
はCO

V
ID

-19

の
流
行

で
大
学
教
育
の
現
場
は
混
乱
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
中
で

経
験
の
な
い
ツ
ー
ル
を
含
め
て

模
索
す
る
作
業
は
若
い
人
た
ち

の
み
な
ら
ず
、
私
も
残
り
の
人

生
の
糧
に
な
る
と
考
え
て
楽
し

ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
最

後
に
私
の
よ
う
な
も
の
に
大
学

で
の
学
生
教
育
の
場
を
与
え
て

頂
い
た
諸
先
輩
方
に
深
謝
い
た

し
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

むつ総合病院

弘前⼤学医学部附属病院

遠隔⼿術
助手現地主治医

指導医

⾼速⼤容量・低遅延通信

遠
隔
手
術
の
社
会
実
装
に
向
け
た

遠
隔
手
術
の
社
会
実
装
に
向
け
た

実
証
研
究
に
つ
い
て

実
証
研
究
に
つ
い
て

消
化
器
外
科
学
講
座　

教
授　

消
化
器
外
科
学
講
座　

教
授　

袴　

田　

健　

一

袴　

田　

健　

一

　

こ
の
度
、
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
採
択
事

業
と
し
て
、
弘
前
大
学
医
学
部

附
属
病
院
と
む
つ
総
合
病
院
を

高
速
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結

び
、
遠
隔
操
作
に
よ
っ
て
ロ

ボ
ッ
ト
手
術
を
行
う
遠
隔
手
術

の
社
会
実
証
研
究
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
情
報
通
信
機
器
を
用

い
た
遠
隔
診
療
は
、
医
療
資
源

の
乏
し
い
地
域
に
お
い
て
特
に

有
用
な
診
療
形
態
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
外
科
医
療
に

つ
い
て
も
、
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
の

普
及
と
新
規
ロ
ボ
ッ
ト
の
開

発
、
さ
ら
に
は
情
報
通
信
技
術

の
急
速
な
発
達
に
よ
り
遠
隔
手

術
が
可
能
な
時
代
を
迎
え
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も

と
、
昨
年
七
月
、
国
は
「
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
の
適
切
な
実
施
に

関
す
る
指
針
」
を
改
訂
し
、
世

界
に
先
駆
け
て
遠
隔
手
術
の
実

施
に
向
け
た
法
的
整
備
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
が
進

む
我
が
国
で
は
、
高
齢
者
を
中

心
に
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
を
含

む
低
侵
襲
手
術
の
ニ
ー
ズ
は
高

ま
っ
て
お
り
、
居
住
場
所
に
か

か
わ
ら
ず
、
広
く
国
民
の
質
の

高
い
外
科
医
療
へ
の
ア
ク
セ
シ

ビ
リ
テ
ィ
を
確
保
し
、
外
科
医

療
の
均
て
ん
化
を
図
る
と
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
国
の
検
討
会
で
提

案
し
、
お
認
め
い
た
だ
い
た
形

で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
半
年
ほ
ど
開
始

が
遅
れ
ま
し
た
が
、
本
年
度
日

本
外
科
学
会
を
中
心
に
、
関
連

学
会
、
複
数
の
国
内
ロ
ボ
ッ
ト

企
業
、
情
報
通
信
企
業
、
民
間

通
信
事
業
体
、
国
立
情
報
学
研

究
所
、
総
務
省
、
厚
労
省
が
参

画
し
、
産
官
学
一
体
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
り
ま
し

た
。
遠
隔
手
術
の
社
会
実
装
に

向
け
て
諸
課
題
を
検
討
し
、
遠

隔
手
術
の
実
施
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｍ
Ｅ

Ｄ
事
業
と
し
て
も
採
択
さ
れ
大

型
予
算
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
研
究
事
業
は
五
課

題
か
ら
な
り
ま
す
が
、
弘
前
大

学
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
核

と
な
る
社
会
実
装
に
向
け
た
実

証
研
究
と
通
信
環
境
構
築
の
二

課
題
を
主
幹
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
現
在
、
大
山
力

病
院
長
、
加
藤
博
之
教
授
、
横

山
良
仁
教
授
を
は
じ
め
医
学
研

究
科
・
附
属
病
院
の
様
々
な
部

門
の
皆
様
、
な
ら
び
に
む
つ
総

合
病
院
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
、
実
施
研
究
を
行
う
た

め
の
環
境
整
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
来
年
二
月
に
は
実
際
に

２
病
院
間
を
接
続
し
て
実
証
研

究
が
始
ま
る
予
定
で
す
（
図
）。

Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
採
択
事
業



医学部ウォーカー第 95 号令和 2年 12 月 16 日
（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

　

令
和
二
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（CO

V
ID

- 
19

）
の
蔓
延
で
大
変
な
年
と
な

り
ま
し
た
。
年
度
当
初
か
ら
授

業
開
始
が
延
期
と
な
り
、
学
生

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
新
年

度
の
意
気
込
み
の
出
端
を
く
じ

か
れ
た
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

五
月
に
授
業
が
開
始
さ
れ
た
も

の
の
、
学
生
・
教
職
員
の
双
方

が
不
慣
れ
な
メ
デ
ィ
ア
授
業
と

な
り
ま
し
た
。
五
・
六
年
時
の

臨
床
実
習
は
、
従
来
の
よ
う
な

本
格
的
な
診
療
参
加
型
実
習
が

十
分
に
行
え
な
い
状
態
が
続
い

今
で
き
る
こ
と
、こ
れ
か
ら
や
る
べ
き
こ
と

今
で
き
る
こ
と
、こ
れ
か
ら
や
る
べ
き
こ
と

て
い
ま
す
。

　

当
初
、
我
々
教
職
員
も
文
部

科
学
省
通
達
な
ど
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
授
業
計
画
を
ど
こ
ま

で
で
き
る
か
を
考
え
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら CO

V
ID

-19 

情

勢
は
、
確
実
に
長
期
化
す
る
で

し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
情
勢
下

学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

学
務
委
員
長　

鬼　

島　
　
　

宏

（
病
理
生
命
科
学
講
座　

教
授
）

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
つ
い
て
、
十
月
十

二
日
に
約
二
百
人
と
い
う
大
規

模
な
飲
食
店
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
す
る
ま
で
は
、
弘
前
は
安
全

な
場
所
の
よ
う
に
感
じ
て
お
り

ま
し
た
。
そ
れ
が
今
で
は
全
国

で
も
有
数
の
流
行
地
の
よ
う
に

（
人
口
か
ら
見
ま
す
と
確
か
に

そ
の
通
り
で
す
が
）
報
道
さ
れ

て
、
私
を
始
め
多
く
の
市
民
は

肩
身
の
狭
い
思
い
を
し
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

関
東
・
関
西
に
居
住
す
る
私

の
子
供
達
家
族
に
、
こ
れ
ま
で

は
「
コ
ロ
ナ
を
持
ち
込
ん
じ
ゃ

い
け
な
い
か
ら
、
弘
前
に
来
な

い
で
！
」
と
話
し
て
い
た
の

に
、
今
は
、「
コ
ロ
ナ
に
感
染

し
た
ら
大
変
だ
か
ら
弘
前
に
来

な
い
で
！
」
と
話
す
立
場
に
逆

転
し
ま
し
た
。
何
と
も
や
り
き

れ
な
い
気
持
ち
で
す
。

　

感
染
発
生
数
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
し
、
報
道
が
真
実
と

す
れ
ば
殆
ど
は
飲
食
店
ク
ラ
ス

タ
ー
関
連
の
感
染
者
の
よ
う
で

す
か
ら
、
今
後
は
恐
ら
く
収
束

に
向
か
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
十
一
月
に
入
っ
て
も
ま

だ
時
々
、
二
次
・
三
次
感
染
の

発
生
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
も
持
続
的
に
散
発
的

な
発
生
が
し
ば
ら
く
継
続
す
る

の
で
し
ょ
う
。

　

無
症
候
の
方
か
ら
も
感
染
し

た
り
、
普
通
の
風
邪
と
見
分
け

が
付
か
な
い
感
染
者
も
い
る
よ

う
な
の
で
、
医
療
関
係
者
・
介

護
施
設
従
事
者
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
、
気
の
休
ま
ら
な
い
高

度
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た
状
況
が

長
期
間
続
く
こ
と
は
間
違
い
有

り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
を
多
数
抱

え
る
職
場
の
私
も
、
引
き
こ
も

り
生
活
の
連
続
は
こ
た
え
ま

す
。
認
知
症
に
も
拍
車
が
か

か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

医
学
部
で
は
感
染
対
策
の
一

環
と
し
て
学
生
に
も
飲
酒
・
外

食
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
自
粛
協
力

を
要
請
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
学

外
で
の
多
人
数
で
の
会
食
や
ア

ル
コ
ー
ル
を
提
供
す
る
店
で
の

ア
ル
バ
イ
ト
の
禁
止
で
す
。
三

密
を
避
け
る
上
で
非
常
に
理
に

か
な
っ
た
制
限
で
あ
り
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
私
が
大
学
に
居

り
ま
し
た
と
き
、
想
像
以
上
に

飲
食
店
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
学
生

が
多
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま

し
た
。
国
立
大
学
法
人
弘
前
大

コ
ロ
ナ
禍
を
想
う

鵬
桜
会
理
事
長　

鵬
桜
会
理
事
長　

西　

澤　

一　

治

西　

澤　

一　

治

特 別 寄 稿

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

　

二
〇
一
九
年
度
末
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
報
告

が
全
国
で
相
次
ぎ
、
学
長
就
任

の
直
前
か
ら
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
の
対
応
に
追
わ
れ
ま
し

た
。
入
学
式
を
は
じ
め
と
す
る

新
入
生
を
歓
迎
す
る
す
べ
て
の

イ
ベ
ン
ト
を
中
止
し
、
本
学
発

の
メ
デ
ィ
ア
授
業
の
準
備
を
開

始
し
ま
し
た
。
導
入
に
あ
た
っ

て
様
々
な
課
題
が
浮
き
彫
り
と

な
り
ま
し
た
が
、
全
教
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
準
備
を
進
め
た

結
果
、
予
定
通
り
五
月
十
一
日

に
メ
デ
ィ
ア
授
業
を
開
始
し
、

前
期
は
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
医
学
部
の
皆
様
方
に
は
、

先
頭
に
た
っ
て
メ
デ
ィ
ア
授
業

の
準
備
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
ご
存
じ
の
よ
う

に
、
十
月
一
日
か
ら
後
期
の
授

業
は
対
面
形
式
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
十
月
中
旬
の
本
学

関
係
者
の
感
染
な
ら
び
に
弘
前

市
内
の
大
規
模
感
染
拡
大
を
う

け
て
、
緊
急
避
難
的
に
メ
デ
ィ

ア
授
業
へ
移
行
し
て
い
ま
す
。

奇
し
く
も
本
学
の
メ
デ
ィ
ア
授

業
の
実
用
性
が
検
証
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
い
か
な
る
状
況
下

に
お
か
れ
て
も
授
業
を
継
続
で

き
る
と
確
信
で
き
ま
し
た
。

　

学
生
の
感
染
リ
ス
ク
を
避
け

る
た
め
、
飲
食
を
伴
う
店
で
の

学
生
ア
ル
バ
イ
ト
を
禁
止
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

結
果
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
生
計
を

維
持
し
て
い
る
多
く
の
学
生
が

生
活
面
で
窮
地
に
追
い
込
ま
れ

ま
し
た
。
本
学
に
は
、
院
生
・

留
学
生
も
合
わ
せ
て
約
七
千
名

の
学
生
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

他
の
国
立
大
学
と
同
様
、
本
学

の
内
部
留
保
は
潤
沢
と
は
い
え

ず
、
私
学
が
行
っ
て
い
る
よ
う

な
一
律
の
現
金
給
付
に
よ
る
経

済
支
援
は
本
学
の
予
算
で
は
不

可
能
で
し
た
。
そ
こ
で
、
弘
前

大
学
修
学
支
援
基
金
を
立
ち
上

げ
て
寄
付
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、

全
国
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、
地
域
の

個
人
・
団
体
お
よ
び
本
学
教
職

員
か
ら
た
く
さ
ん
の
善
意
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
寄
付
金

と
大
学
の
予
備
費
を
原
資
と
し

て
、
100
円
夕
食
（
全
国
初
）、

プ
レ
ミ
ア
ム
食
事
券
の
発
行

（
大
学
と
し
て
は
全
国
初
）、
学

生
教
材
費
支
援
金
支
給
な
ど
、

真
に
困
窮
す
る
学
生
へ
の
支

援
、
か
つ
長
期
的
な
視
点
に

た
っ
た
支
援
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
自
治
体
や
各
種

団
体
か
ら
本
学
学
生
へ
の
食
支

援
の
申
し
出
が
あ
り
、「
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
自

治
体
の
地
元
産
品
を
活
用
し
た

学
生
に
対
す
る
食
支
援
」、「
Ｊ

Ａ
青
森
か
ら
お
米
の
支
給
（
国

内
最
大
の
四
・
五
ト
ン
）」、
お

よ
び
「
手
作
り
お
に
ぎ
り
の
無

料
配
布
」
な
ど
、
地
方
な
ら
で

は
の
温
か
い
支
援
の
輪
が
拡
大

し
て
い
ま
す
。「
地
域
に
愛
さ

れ
る
大
学
」
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
実
感
す
る
と
と
も
に
、
心

か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
こ
し
ば
ら
く

は
、
学
生
・
教
職
員
の
感
染
防

止
、
教
育
・
研
究
の
継
続
、
そ

し
て
学
生
の
経
済
支
援
を
重
点

事
項
に
定
め
て
、
様
々
な
対
応

や
取
り
組
み
を
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
医
学
部
・
附

属
病
院
の
皆
様
方
に
は
、
引
き

続
き
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
学
の
高
度
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
で
は
、
津
軽
圏
域
で
唯
一

｢

人
工
肺
と
ポ
ン
プ
を
用
い
た

体
外
循
環
に
よ
る
治
療
（
Ｅ
Ｃ

Ｍ
Ｏ
）｣

が
必
要
な
重
症
患
者

を
受
け
入
れ
て
お
り
、
附
属
病

院
全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
「
最

後
の
砦
」
と
し
て
の
役
割
を
見

事
に
果
た
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
弘
前
保
健
所
の
保
健
行
政

機
能
を
支
援
・
強
化
す
る
た

め
、
そ
し
て
近
隣
の
中
核
病
院

の
緊
急
応
援
要
請
（
看
護
支

援
）
に
応
え
る
た
め
、
本
学
の

教
員
や
職
員
が
多
数
出
向
し
て

い
ま
す
。
地
域
を
守
る
た
め
の

本
学
教
職
員
の
献
身
的
な
活
動

に
、
本
学
全
教
職
員
と
と
も
に

心
か
ら
の
エ
ー
ル
を
送
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
に
感
謝

弘
前
大
学
学
長　

弘
前
大
学
学
長　

福　

田　

眞　

作

福　

田　

眞　

作
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本
研
究
で
の
検
討
内
容
の
詳

細
は
割
愛
し
ま
す
が
、
遠
隔
手

術
を
可
能
と
す
る
情
報
通
信
技

術
は
、
今
後
日
本
が
遠
隔
医
療

を
推
進
す
る
上
で
の
重
要
な
通

信
環
境
基
準
と
な
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
弘
前
大
学

か
ら
新
た
な
医
療
の
か
た
ち
の

創
出
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
の
学
費
は
大
学
の
中
で
は
安

い
レ
ベ
ル
に
あ
る
の
で
す
が
、

学
生
の
中
に
は
、
学
費
は
親
御

さ
ん
に
出
し
て
貰
え
て
も
、
生

活
費
は
自
分
で
賄
う
と
の
条
件

で
入
学
を
許
さ
れ
た
学
生
が
非

常
に
多
か
っ
た
の
で
す
。
そ
う

い
っ
た
境
遇
の
学
生
に
と
っ
て

ア
ル
バ
イ
ト
の
禁
止
は
生
活
苦

に
直
結
し
ま
す
。
禁
止
さ
れ
る

種
類
の
職
場
で
な
く
て
も
、
今

回
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
流

行
は
景
気
の
減
退
を
招
き
、
ア

ル
バ
イ
ト
学
生
の
雇
い
止
め
と

云
う
形
で
学
生
に
影
響
が
現
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
切
迫
し
た
状
況
に
鑑

み
、
大
学
で
は
学
生
支
援
の
お

願
い
を
学
外
に
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

　

医
学
部
鵬
桜
会
会
員
の
皆
様

に
も
、
医
学
研
究
科
長
の
廣
田

先
生
と
私
の
連
名
で
、
困
窮
す

る
医
学
部
学
生
へ
の
支
援
を
お

願
い
す
る
文
書
を
発
送
し
ま
し

た
。
す
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
多
く

の
先
生
方
に
賛
同
を
頂
き
、
弘

前
大
学
医
学
部
卒
業
生
の
後
輩

を
思
う
心
意
気
に
、
感
激
致
し

ま
し
た
。
本
当
に
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
す
、
た
だ
た
だ
感
謝
の

気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

　

こ
の
支
援
が
、
医
学
部
学
生

の
学
業
遂
行
の
一
助
と
な
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
、
心
か
ら
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。
ど
う
か
今
後

と
も
学
生
達
の
ご
支
援
を
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

で
は
、「
今
で
き
る
こ
と
に
、

新
た
に
や
る
べ
き
こ
と
を
加
え

る
こ
と
で
、
以
前
よ
り
多
く
の

学
び
の
価
値
を
創
造
す
る
こ

と
」
が
大
切
だ
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
学
生
の
皆
さ
ん

は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
こ
と

を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

⑴ 　

グ
ル
ー
プ
学
修
で
柔
軟
な

思
考
力
を
養
う
．
今
後
の
正
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学学
生生
だだ
よよ
りり

後
期
授
業
開
始
に
つ
い
て

後
期
授
業
開
始
に
つ
い
て

学生
だより今

後
の
大
学
生
活
へ
の
想
い

今
後
の
大
学
生
活
へ
の
想
い

医
学
科
一
年　

下　

倉　

佑　

太

　

前
期
の
間
は
、
思
い
描
い
て

き
た
大
学
で
の
新
生
活
と
は
全

く
異
な
る
半
年
間
を
過
ご
す
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
の

最
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
青

森
県
は
幸
い
に
も
感
染
者
数
が

少
な
く
、
後
期
は
対
面
授
業
が

開
始
し
、
そ
れ
が
続
く
か
と
思

わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
十
月
中

に
は
メ
デ
ィ
ア
授
業
に
移
行
す

る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
先
も
ど

う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
学
生
の
み
な

ら
ず
先
生
方
や
大
学
関
係
者
の

方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
対

応
に
追
わ
れ
て
い
る
の
が
実
情

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

状
況
下
で
も
講
義
を
受
け
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
幸
せ
な

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
て
い
る

方
々
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
後
期
に
な
っ
て
い
よ

い
よ
本
格
的
な
専
門
科
目
が
始

ま
り
、
学
習
へ
の
や
る
気
が
ま

す
ま
す
高
ま
る
と
と
も
に
、
大

学
で
の
学
び
を
通
し
て
、
い
ま

ま
で
日
常
生
活
に
お
い
て
疑
問

に
思
っ
て
い
た
こ
と
が
解
決
さ

れ
て
い
く
と
い
う
感
動
を
日
々

味
わ
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
同
時
に
日
々
部
活
動
へ
の

期
待
も
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
私
は
競
技
ス
キ
ー
部
に

所
属
し
て
い
ま
す
。
本
格
的
な

活
動
は
十
一
月
の
末
か
ら
始
ま

る
よ
う
で
す
が
、
状
況
が
改
善

し
て
例
年
通
り
ス
キ
ー
が
で
き

る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

夏
に
見
か
け
た
時
に
は
小
さ

か
っ
た
り
ん
ご
が
、
立
派
に

実
っ
て
い
る
様
子
を
見
る
と
、

気
温
の
変
化
以
上
に
季
節
の
移

り
変
わ
り
を
感
じ
る
も
の
で

す
。
自
然
の
豊
か
な
青
森
県
に

お
い
て
、
新
た
な
仲
間
と
の
出

会
い
や
多
種
多
様
な
活
動
を
通

し
て
豊
か
な
学
生
生
活
を
営
ん

で
行
き
た
い
と
、
後
期
開
始
と

い
う
節
目
で
改
め
て
思
い
ま
す
。

後
期
授
業
開
始

後
期
授
業
開
始医

学
科
一
年　

神　
　
　

乃
々
愛

　

四
月
、
弘
前
大
学
に
入
学
し

た
私
達
一
年
生
は
、
思
わ
ぬ
壁

に
直
面
し
、
大
学
の
キ
ャ
ン
パ

ス
で
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
ま
ま
、
前
期
を
終
え

た
。
夏
期
休
業
を
は
さ
み
、
よ

う
や
く
開
始
し
た
対
面
授
業
。

毎
日
た
く
さ
ん
の
刺
激
を
受

け
、
自
分
は
大
学
生
な
の
だ
と

い
う
実
感
が
や
っ
と
わ
い
て
い

た
。
し
か
し
、
対
面
授
業
開
始

か
ら
二
週
間
と
い
う
驚
異
的
な

短
さ
で
、
ま
た
も
大
学
に
通
う

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
こ
れ
か
ら
、
そ
の
儚

く
伝
説
的
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の

後
期
授
業
に
つ
い
て
綴
っ
て
い

き
た
い
と
思
う
。

　

十
月
一
日
、
私
の
大
学
初
の

対
面
授
業
は
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス

で
あ
っ
た
。
つ
い
に
始
ま
る
対

面
授
業
に
向
け
て
、
気
を
引
き

締
め
て
大
き
な
深
呼
吸
を
し
た

の
を
覚
え
て
い
る
。
対
面
授
業

は
想
像
以
上
に
楽
し
い
も
の
で

あ
っ
た
。
講
義
中
に
先
生
方
が

放
つ
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
力

を
肌
で
直
接
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
興
奮
し
た
。
ま
た
、

前
期
は
画
面
を
通
し
て
し
か
話

す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
同
学

部
の
友
人
と
顔
を
合
わ
せ
て
話

し
た
り
、
一
緒
に
学
食
で
昼
食

を
食
べ
た
り
し
て
、
前
期
の
生

活
に
比
べ
る
と
嘘
の
よ
う
に
生

き
生
き
と
し
て
い
て
、
楽
し

か
っ
た
。
一
般
教
養
の
講
義
で

は
、
普
段
は
な
か
な
か
会
う
こ

と
の
無
い
他
学
部
の
人
と
も
意

見
を
交
換
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
様
々
な
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ

て
い
く
面
白
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

前
ま
で
は
当
た
り
前
だ
と

思
っ
て
い
た
こ
の
よ
う
な
大
学

生
活
も
、
実
は
そ
う
で
は
な
い

こ
と
知
っ
た
。
再
び
対
面
授
業

が
始
ま
っ
た
時
に
は
、
仲
間
と

共
に
い
る
こ
と
が
で
き
る
喜
び

を
噛
み
し
め
な
が
ら
、
よ
り
一

層
勉
学
に
励
み
た
い
。

後
期
授
業
開
始
に
つ
い
て

後
期
授
業
開
始
に
つ
い
て

医
学
科
二
年　

鈴　

木　

慈　

乃

　

今
年
度
の
二
年
生
の
前
期
の

授
業
はSA

RS-CoV
-2

感
染
対

策
と
し
て
全
て
遠
隔
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
従
来
に
は
な
か
っ
た

遠
隔
授
業
で
学
ぶ
こ
と
に
対

し
、
始
め
は
戸
惑
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
先
生
方
の
丁
寧
な

ご
指
導
の
お
陰
も
あ
っ
て
遠
隔

授
業
で
学
ぶ
こ
と
に
対
す
る
不

安
を
感
じ
ず
に
医
学
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
む
し
ろ
遠

隔
授
業
で
学
ん
で
い
く
う
ち
に

遠
隔
授
業
な
ら
で
は
の
良
さ
が

見
え
て
き
て
、
授
業
動
画
を
自

分
の
好
き
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
止

め
て
メ
モ
を
取
っ
た
り
、
あ
と

で
何
回
も
見
返
し
た
り
す
る
こ

と
で
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で

勉
強
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

後
期
に
つ
い
て
はSA

RS-
CoV

-2

感
染
対
策
と
し
て
座
席

を
離
し
た
り
、
教
室
に
入
る
人

数
を
減
ら
し
た
り
、
授
業
中
に

換
気
時
間
を
設
け
た
り
し
て
一

部
対
面
授
業
が
始
ま
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
後
期
に
延
期
さ

れ
た
解
剖
学
実
習
は
一
回
に
つ

き
一
時
間
で
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
短
い
実
習
時
間
で
集
中

力
が
一
層
必
要
に
な
る
と
感
じ

　

弘
前
大
学
医
学
部
医
学
科
に

入
学
し
て
一
年
半
が
過
ぎ
、
よ

う
や
く
学
生
生
活
に
慣
れ
て
き

た
気
が
し
ま
す
。
さ
て
、
前

期
はCO

V
ID

-19

感
染
拡
大
に

よ
る
影
響
で
対
面
授
業
が
禁

止
さ
れ
、
医
学
科
で
は
全
て

の
講
義
がH

O
LS

（H
irosaki 

U
niversity O

nline Learning 
Supporting system

）
を
用
い

た
オ
ン
デ
マ
ン
ド
形
式
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
行
わ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、

二
年
次
前
期
は
解
剖
学
や
生
理

学
、
生
理
学
実
習
、
生
化
学
実

習
と
い
っ
た
専
門
科
目
が
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
で
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
解
剖
学
実
習
は
感
染

防
止
の
面
か
ら
後
期
に
回
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
を
受
け

る
こ
と
に
初
め
は
不
安
を
感
じ

て
い
ま
し
た
が
、
二
年
次
前
期

を
終
え
た
今
、
振
り
返
っ
て
み

前
期
授
業
を
終
え
て

前
期
授
業
を
終
え
て

医
学
科
二
年　

大　

池　
　
　

輝

る
と
オ
ン
デ
マ
ン
ド
形
式
の
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
に
は
対
面
授
業

に
は
な
い
良
さ
が
数
多
く
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
自
分

の
生
活
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
授

業
を
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
、

時
間
の
使
い
方
を
工
夫
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
対
面

授
業
で
は
授
業
の
ペ
ー
ス
に
つ

い
て
い
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
形
式
の

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
は
自
分
の

苦
手
な
と
こ
ろ
を
も
う
一
度
見

身
が
引
き
締
ま
る
一
方
、
解
剖

学
実
習
が
始
ま
る
こ
と
で
前
期

に
学
ん
だ
解
剖
学
の
知
識
を
自

分
の
中
で
深
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
う
と
喜
ば
し
く
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
寒
さ
が
厳
し

く
な
り
ま
す
ま
すSA

RS-
CoV

-2

の
感
染
拡
大
は
危
惧
さ

れ
、
感
染
拡
大
の
状
況
次
第
で

授
業
形
態
の
変
更
が
起
こ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う

い
っ
た
変
更
に
柔
軟
に
対
応
す

る
よ
う
心
が
け
た
い
で
す
。
ま

た
後
期
に
入
っ
て
科
目
数
が
増

え
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
勉
強
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
大
変
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
こ
の
ご
時
世
の
中
で
も
現

状
を
過
剰
に
悲
観
せ
ず
医
学
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
喜
び
や
楽

し
み
を
感
じ
な
が
ら
勉
学
に
励

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

返
し
た
り
、
分
か
ら
な
い
と
こ

ろ
が
あ
れ
ば
一
時
停
止
し
て
そ

の
場
で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
た

り
と
自
分
の
ペ
ー
ス
で
効
率
の

良
い
学
習
が
で
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
生

理
学
実
習
や
生
化
学
実
習
と

い
っ
た
実
習
科
目
を
実
際
に
行

え
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
に
思

い
ま
す
。

　

後
期
か
ら
は
対
面
授
業
も
解

禁
さ
れ
、
対
面
授
業
と
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
授
業
が
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
対

面
授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の

そ
れ
ぞ
れ
の
良
い
面
を
活
か
し

て
学
び
を
よ
り
深
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

十
月
に
な
り
、
後
期
授
業
が

開
始
と
な
り
ま
し
た
。
前
期
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
形

が
取
ら
れ
、
学
校
に
ほ
と
ん
ど

登
校
す
る
こ
と
が
な
い
今
ま
で

に
無
い
学
校
生
活
を
送
り
ま
し

後
期
授
業
開
始
に
つ
い
て

後
期
授
業
開
始
に
つ
い
て

医
学
科
三
年　

相　

馬　

健　

慈

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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授
業
（
座
学
）
で
は
、
学

生
の
皆
さ
ん
が
一
斉
に
受
講

す
る
授
業
は
相
対
的
に
少
な

く
な
る
で
し
ょ
う
。
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
演
習
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ら
ば
、
多
人
数

に
よ
る
三
密
が
避
け
ら
れ
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー

各
々
が
、
主
体
性
と
協
調
性

を
研
ぎ
澄
ま
せ
な
が
ら
、
叡

智
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
個

人
学
修
で
は
得
ら
れ
が
た
い

ア
ウ
ト
カ
ム
が
生
ま
れ
ま

す
。

⑵ 　

課
外
活
動
で
健
全
な
心
身

を
養
う
．
体
育
会
系
の
部
活

で
は
、
厳
し
い
練
習
に
耐
え

る
こ
と
も
必
要
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
一
方
、
厳
し
い
練
習

後
に
羽
目
を
外
し
て
、
惨
事

を
起
こ
し
た
部
活
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
ス

ポ
ー
ツ
と
は
「
身
体
を
動
か

す
と
い
う
人
間
の
本
源
的
な

欲
求
に
応
え
、
精
神
的
充
足

を
も
た
ら
す
も
の
」
と
ス
ポ

ー
ツ
庁
で
定
義
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
本
来
目
的
と
し
て

い
る
活
動
自
体
（
ス
ポ
ー
ツ

練
習
の
み
な
ら
ず
、
文
科
系

の
活
動
も
含
め
て
全
て
）
が

高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生

み
出
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

コ
ン
パ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
不
要
な
課
外
活
動
へ
の

転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

夏
期
に
臨
床
実
習
が
再
開
さ

れ
た
折
に
、
五
年
次
臨
床
実
習

生
に
よ
り
「
臨
床
実
習
部
分
再

開
に
あ
た
っ
て 

～
私
た
ち
の

心
構
え
～
」
が
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
主
体
性

あ
る
学
び
の
姿
勢
こ
そ
が
、
学

生
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
実
力

向
上
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
と
信

じ
て
い
ま
す
。
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後
期
授
業
開
始
に
つ
い
て

後
期
授
業
開
始
に
つ
い
て

医
学
科
三
年　

井　

上　

達　

人

　

つ
い
に
新
型
コ
ロ
ナ
が
弘
前

に
も
来
た
か
。
こ
れ
が
私
の
感

想
で
し
た
。
十
月
中
旬
に
弘
前

保
健
所
管
内
で
初
の
感
染
者
が

発
生
し
て
か
ら
感
染
者
が
急
増

し
、
弘
前
保
健
所
管
内
で
百
人

以
上
が
感
染
し
て
、
対
面
授
業

の
開
始
間
も
な
く
し
て
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
に
移
行
と
な
り
ま
し

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
メ

リ
ッ
ト
は
自
学
自
習
が
し
易
い

こ
と
で
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
講
義

を
行
う
先
生
達
の
実
臨
床
で
の

体
験
談
を
聞
く
頻
度
が
対
面
よ

り
も
少
な
く
な
る
傾
向
が
あ

る
、
一
授
業
あ
た
り
の
講
義
時

間
が
短
い
分
、
学
生
側
の
病
態

の
理
解
が
疎
か
に
な
る
傾
向
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
学
生
側
が
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
入

れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
不
足

す
る
部
分
を
補
う
勉
強
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
そ
の
事
を
痛
感
す

る
契
機
と
な
っ
た
の
は
前
期
の

病
理
学
実
習
で
し
た
。
そ
の
実

習
講
義
で
は
、
授
業
後
に

skype

を
用
い
て
実
習
標
本
や

講
義
内
容
に
関
す
る
質
問
時
間

を
一
時
間
程
設
け
ら
れ
、
先
生

達
が
グ
ル
ー
プ
単
位
で
の
質
問

は
も
ち
ろ
ん
、
個
人
的
な
質
問

（
本
疾
患
に
直
接
関
係
な
い
所

見
、
疾
患
の
病
態
な
ど
に
つ
い

て
も
）
に
幅
広
く
対
応
し
て
下

さ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、

納
得
し
て
理
解
で
き
た
数
が
増

え
た
と
感
じ
た
と
共
に
、
今
ま

で
「
疾
患
の
フ
レ
ー
ム
を
単
に

暗
記
し
て
い
た
だ
け
」
で
あ
る

事
に
気
付
き
ま
し
た
。
例
え

ば
、
大
動
脈
解
離
で
は
し
ば
し

ば
胸
水
貯
留
を
起
こ
し
ま
す

が
、
単
純
に
「
大
動
脈
解
離
→

胸
水
貯
留
」
と
紐
付
け
る
の
で

は
な
く
、「
大
動
脈
解
離
→
血

管
へ
の
炎
症
→
サ
イ
ト
カ
イ
ン

分
泌
亢
進
→
血
管
透
過
性
亢
進

→
胸
水
貯
留
」
と
理
解
し
た
方

が
色
々
な
意
味
で
今
後
の
た
め

に
な
る
で
し
ょ
う
。
し
た
が
っ

て
、
後
期
の
講
義
で
は
病
態
の

理
解
に
重
き
を
置
き
つ
つ
、
各

疾
患
の
検
査
法
、
治
療
法
な
ど

に
お
い
て
も
、
た
だ
単
の
暗
記

に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、
こ

の
疾
患
の
原
因
は
こ
れ
だ
か
ら

こ
の
検
査
方
法
、
こ
の
薬
剤
を

使
う
と
い
っ
た
よ
う
に
理
解
に

重
点
を
置
い
た
勉
学
に
励
ん
で

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

後
期
授
業
開
始
に
つ
い
て

後
期
授
業
開
始
に
つ
い
て

医
学
科
四
年　

庄　

司　

陽　

登

　

九
月
の
初
旬
に
共
用
試
験
で

あ
る
Ｃ
Ｂ
Ｔ
を
終
え
、
そ
の
一

週
間
後
か
ら
四
年
生
の
後
期
の

授
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
学
期
は
座
学
の
授
業
も
あ
り

ま
す
が
、
自
分
た
ち
で
考
え
て

行
う
授
業
や
実
習
が
中
心
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
つ
い
て
で

す
。
Ｐ
Ｂ
Ｌ
は
、
七
、
八
人
で

グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
与
え
ら
れ

た
症
例
か
ら
鑑
別
診
断
や
必
要

な
検
査
な
ど
を
考
え
て
討
論

し
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ

た
ら
そ
こ
を
調
べ
て
き
て
発
表

す
る
と
い
う
授
業
で
す
。
座
学

の
授
業
で
は
、
受
け
身
に
な
り

が
ち
で
す
が
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
で
は
い

ま
ま
で
得
た
知
識
を
生
か
し
自

主
的
に
考
え
て
発
言
し
た
り
、

他
の
人
の
意
見
も
取
り
入
れ
た

り
し
な
が
ら
、
知
識
を
深
く
、

幅
広
く
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
や
臨
床
実

習
に
向
け
た
授
業
と
し
て
プ
レ

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ

が
始
ま
り
ま
し
た
。
プ
レ
ク
リ

ク
ラ
で
は
、
医
療
面
接
や
身
体

診
察
の
方
法
な
ど
を
学
び
、
学

生
同
士
で
実
際
に
演
習
し
て
い

ま
す
。
最
初
は
な
か
な
か
う
ま

く
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
先

生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
も

と
、
い
ま
診
察
し
て
い
る
の
が

実
際
の
患
者
さ
ん
だ
と
想
定
し

て
行
う
こ
と
で
上
達
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
実
際
に
白
衣
を
着
た
り
、

自
分
で
購
入
し
た
聴
診
器
を
使

用
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、

自
分
が
本
当
に
医
師
に
な
る
の

だ
と
い
う
自
覚
が
よ
り
一
層
強

く
な
り
ま
し
た
。

　

十
二
月
に
は
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
が
あ

り
、
来
年
か
ら
は
つ
い
に
臨
床

実
習
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
ら

を
見
据
え
な
が
ら
、
立
派
な
医

師
に
な
れ
る
よ
う
に
広
い
視
野

と
高
い
志
を
持
っ
て
、
日
々
の

勉
学
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

後
期
授
業
開
始
に
つ
い
て

後
期
授
業
開
始
に
つ
い
て

医
学
科
四
年　

伊　

藤　

史　

織

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
、
前
期
は
全
て
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
の
形
式
が
取
ら

れ
ま
し
た
。
半
年
間
、
ガ
イ
ダ

ン
ス
と
予
防
接
種
以
外
で
学
校

に
行
か
な
い
と
い
う
異
例
の
状

況
の
中
で
私
は
、
学
校
に
行
き

友
人
と
話
し
共
に
学
ぶ
こ
と
が

ど
れ
だ
け
重
要
な
こ
と
で
あ
っ

た
か
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

た
し
か
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
必

要
な
知
識
を
得
る
こ
と
は
で
き

ま
す
。
繰
り
返
し
視
聴
で
き
る

こ
と
、
睡
眠
時
間
を
長
く
取
れ

る
こ
と
、
対
面
に
比
べ
て
講
義

内
容
が
凝
縮
さ
れ
て
い
て
わ
か

り
や
す
い
こ
と
な
ど
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
良
か
っ
た
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

対
面
で
仲
間
と
共
に
学
ぶ
と
い

う
こ
と
が
、
私
に
と
っ
て
は
よ

り
学
び
を
深
め
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
た
し
、
大
変
だ
と
感

じ
る
こ
と
が
多
い
中
、
あ
る
種

心
の
支
え
に
も
な
っ
て
い
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

後
期
に
入
っ
て
対
面
授
業
と

な
り
、
感
染
防
止
対
策
を
十
分

に
取
り
な
が
ら
医
療
面
接
や
診

察
の
実
習
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

実
習
を
通
し
て
、
医
学
生
か
ら

医
師
に
一
歩
ず
つ
近
づ
い
て
い

る
と
い
う
感
覚
が
少
し
嬉
し
く

も
あ
り
、
同
時
に
も
っ
と
自
覚

を
も
っ
て
頑
張
ら
な
い
と
い
け

な
い
と
改
め
て
感
じ
て
い
た
と

こ
ろ
で
し
た
が
、
後
期
授
業
開

始
か
ら
約
一
ヶ
月
後
、
弘
前
市

内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
よ
り
再
び
オ
ン

後
期
授
業
の
再
開
及
び
弘
前
市
に

後
期
授
業
の
再
開
及
び
弘
前
市
に

お
け
る
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
に
つ
い
て

お
け
る
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
に
つ
い
て

医
学
科
五
年　

泉　
　
　

達　

也

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
り
今
年
一
年
は
全

く
例
年
と
異
な
る
様
相
を
呈
し

て
い
る
。
本
学
で
も
春
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
が
継
続
さ
れ
、

学
生
、
教
員
と
も
ど
も
困
惑
の

色
が
隠
せ
な
い
半
年
間
を
過
ご

す
こ
と
と
な
っ
た
。
特
に
新
入

生
は
思
い
描
い
て
い
た
キ
ャ
ン

パ
ス
ラ
イ
フ
と
の
落
差
に
さ
ぞ

悲
嘆
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ

を
思
う
と
私
も
涙
で
前
が
見
え

な
く
な
る
ほ
ど
で
あ
る
。

　

我
々
五
年
生
も
、
臨
床
実
習

に
て
こ
の
四
年
間
で
得
た
知
識

を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
、
医
学

生
と
は
か
く
も
優
秀
な
人
材
が

集
ま
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ

と
を
知
ら
し
め
る
べ
く
、
逸
る

心
を
抑
え
て
実
習
再
開
を
今
や

遅
し
と
待
ち
望
ん
で
い
た
の
で

あ
る
（
あ
く
ま
で
一
個
人
と
し

て
の
見
解
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
）。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
後
期
授

業
か
ら
対
面
授
業
の
再
開
が
な

さ
れ
る
と
の
発
表
が
あ
っ
た
。

我
々
は
や
は
り
あ
ふ
れ
る
涙
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
下
級
生
も
き
っ
と
そ
う
で

あ
ろ
う
と
思
う
。
改
め
て
映
像

授
業
だ
け
で
は
得
難
い
も
の
が

対
面
授
業
に
は
数
え
切
れ
な
い

ほ
ど
あ
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら

れ
た
。
臨
床
実
習
に
お
い
て
は

直
接
患
者
様
と
触
れ
合
い
、
知

識
を
体
験
へ
と
昇
華
す
る
こ
と

へ
の
喜
び
に
む
せ
ぶ
学
生
の
な

ん
と
多
か
っ
た
こ
と
か
。
座
学

で
あ
っ
て
も
、
一
人
パ
ソ
コ
ン

に
向
か
っ
て
一
方
通
行
の
講
義

を
聞
く
の
と
、
皆
で
直
接
講
義

を
受
け
、
侃
々
諤
々
と
意
見
を

交
わ
す
の
で
は
同
じ
で
あ
ろ
う

は
ず
が
な
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
再
び
対
面
授
業
は

中
断
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
弘

前
市
で
発
生
し
た
ク
ラ
ス
タ
ー

に
よ
っ
て
で
あ
る
。
私
が
再
三

涙
を
流
し
た
の
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
今
ま
で
ゼ
ロ
を
保
っ
て

い
た
弘
前
市
の
感
染
者
数
が
一

気
に
百
人
を
突
破
し
、
本
学
関

係
者
も
罹
患
し
た
と
い
う
。
し

か
し
罹
患
し
た
人
物
を
責
め
る

こ
と
は
し
て
は
い
け
な
い
。
キ

リ
ス
ト
曰
く
、「
罪
を
犯
し
た

こ
と
の
な
い
も
の
だ
け
が
、
こ

の
罪
人
に
石
を
投
げ
な
さ

い
。」
つ
ま
り
は
罹
患
者
を
謗

る
前
に
自
ら
の
油
断
を
正
さ
ね

ば
な
ら
な
い
の
だ
。

　

こ
れ
か
ら
冬
を
迎
え
、
更
な

る
感
染
拡
大
が
危
惧
さ
れ
て
い

る
。
対
面
授
業
の
再
開
は
近
い

だ
ろ
う
が
、
大
学
内
・
病
院
内

で
の
意
識
は
当
然
の
こ
と
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
で
の
意
識
も
徹
底
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

最
早
と
う
に
対
岸
の
火
事
で
は

な
い
の
だ
。
私
自
身
も
貴
重
な

実
習
が
こ
れ
以
上
失
わ
れ
な
い

よ
う
に
も
、
普
段
の
生
活
か
ら

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
こ
う

と
思
う
。

臨
床
実
習
が
再
開
し
ま
し
た

臨
床
実
習
が
再
開
し
ま
し
た

医
学
科
五
年　

上　

田　

は
る
菜

　

後
期
臨
床
実
習
は
、
八
月

三
十
一
日
か
ら
部
分
再
開
と

い
う
形
で
始
ま
り
ま
し
た
。

CO
V

ID
-19

感
染
拡
大
防
止
の

た
め
に
、
国
内
特
定
地
域
か
ら

弘
前
に
戻
っ
た
日
よ
り
十
四
日

間
は
実
習
へ
の
参
加
を
控
え
る

よ
う
通
達
が
あ
り
、
最
初
の
二

週
間
は
希
望
者
の
み
参
加
と
い

う
形
が
取
ら
れ
ま
し
た
。
夏
休

み
は
、
五
年
生
に
と
っ
て
将
来

を
踏
ま
え
て
病
院
見
学
に
行
く

機
会
が
多
い
時
期
で
す
。
私
も

実
家
が
京
都
で
あ
り
、
病
院
見

学
先
も
関
西
の
複
数
県
に
及
ぶ

た
め
、
こ
の
よ
う
な
柔
軟
な
対

応
を
し
て
頂
け
た
こ
と
は
本
当

に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
Ｇ
Ｗ
に
帰
省
で
き
る
状

況
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
半
年

ぶ
り
に
家
族
に
会
う
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
安
心
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
後
期
実
習
が
始
ま
り

感
じ
た
こ
と
は
、
や
は
り
患
者

さ
ん
と
の
接
触
機
会
が
激
減
し

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
患
者
さ

ん
の
安
全
が
第
一
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
理
解
し
つ
つ
、
現
場

で
し
か
学
べ
な
い
こ
と
や
感
じ

ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
、
そ
の

機
会
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

に
関
し
て
は
遺
憾
に
思
い
ま

す
。
ま
た
、
弘
前
市
内
で
感
染

が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
在
の
と
こ
ろ
十
月
十
六
日
か

ら
十
一
月
一
日
ま
で
は
実
習
の

中
止
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
例
の
な
い
事
態
に
医
療
関
係

者
、
学
校
関
係
者
の
皆
様
は
苦

渋
の
決
断
を
迫
ら
れ
る
日
々
な

の
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。

今
後
、
実
習
が
再
開
し
た
際
に

は
医
学
生
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
様
々
な
変
化
に
対
応
で

き
る
力
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
事

態
が
起
き
た
際
の
医
療
現
場
の

実
際
を
学
べ
る
と
い
う
こ
と

を
、
あ
る
意
味
私
た
ち
に
与
え

ら
れ
た
特
権
と
し
て
捉
え
、
実

習
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
。
病
理
学
実
習
で
は
、
顕
微

鏡
を
見
る
代
わ
り
に
バ
ー
チ
ャ

ル
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
、
パ
ソ
コ

ン
を
見
な
が
ら
ス
ケ
ッ
チ
を
書

き
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

は
各
自
で
受
け
る
た
め
に
、
他

の
人
か
ら
遅
れ
を
取
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
も

あ
り
ま
し
た
が
、
後
期
は
対
面

授
業
再
開
と
い
う
こ
と
で
分
か

ら
な
い
こ
と
を
質
問
し
な
が
ら

み
ん
な
で
協
力
し
て
授
業
を
受

け
た
い
と
思
い
ま
す
。
久
し
ぶ

り
の
対
面
授
業
で
は
、
換
気
時

間
が
設
け
ら
れ
て
い
た
り
、
出

席
確
認
が
携
帯
で
行
わ
れ
た
り

と
変
わ
っ
た
点
も
あ
り
ま
し
た

が
、
先
生
方
の
リ
ア
ル
な
授
業

は
雑
談
や
体
験
談
が
と
て
も
面

白
く
、
以
前
と
変
わ
ら
ず
楽
し

く
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
登
校
し
て
授
業
を
受

け
て
帰
宅
す
る
と
い
う
日
常
に

充
実
感
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
年
後
期
か
ら
は
研

究
室
研
修
が
始
ま
り
ま
し
た
。

自
分
は
消
化
器
外
科
学
講
座
・

肝
胆
膵
外
科
で
研
修
を
行
っ
て

い
ま
す
。
具
体
的
な
活
動
と
し

て
は
、Python

と
い
う
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
を
使
っ
た
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
基
礎
か
ら
学

ん
で
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
、

Ｃ
Ｔ
画
像
に
含
ま
れ
る
肉
眼
で

は
分
か
り
づ
ら
い
多
く
の
情
報

をPython

に
よ
っ
て
評
価
出

来
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
自
分
は
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
初
心
者
で
す
が
、

先
生
や
友
達
の
力
を
借
り
目
標

到
達
が
出
来
る
よ
う
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

ラ
イ
ン
授
業
に
戻
り
、
こ
れ
に

伴
っ
て
以
降
の
実
習
は
全
て
延

期
と
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
残

念
で
す
が
、
今
は
感
染
防
止
に

努
め
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
感

染
し
た
方
の
一
日
も
早
い
回
復

と
、
一
日
も
早
い
収
束
を
願
う

ば
か
り
で
す
。
そ
し
て
、
も
し

ま
た
対
面
授
業
が
再
開
で
き
た

と
き
に
は
、
仲
間
と
共
に
学
べ

る
こ
と
の
有
難
さ
を
か
み
し
め

て
、
よ
り
一
層
勉
学
に
励
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）
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習
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コ
ロ
ナ
禍
の
実
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再
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通
し
て

医
学
科
六
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久
保
田　

泰　

弘

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
、
四
月
か

ら
は
臨
床
実
習
が
中
止
に
な

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
の
み
の

毎
日
で
し
た
。
後
期
か
ら
再
開

し
た
臨
床
実
習
は
約
半
年
ぶ
り

で
、
久
々
に
出
る
臨
床
現
場
は

不
安
と
緊
張
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
が
、
同
時
に
得
る
も
の
も
多

い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
九
月
の
二
週
間
、
健
生

病
院
の
Ｅ
Ｒ
で
実
習
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
Ｅ
Ｒ
で
は
、

実
際
にw

alk-in

や
救
急
搬
送

さ
れ
た
患
者
さ
ん
に
問
診
と
身

体
診
察
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

上
級
医
の
先
生
に
報
告
し
た
上

で
鑑
別
疾
患
や
治
療
方
針
を
考

え
て
い
き
ま
す
。
実
際
に
患
者

さ
ん
の
前
に
立
っ
て
み
る
と
、

典
型
的
な
症
状
を
示
す
疾
患
の

診
断
も
つ
け
ら
れ
な
い
、
鎮
痛

薬
を
一
つ
処
方
す
る
に
し
て
も

何
を
ど
れ
だ
け
出
せ
ば
い
い
か

分
か
ら
な
い
な
ど
、
一
見
簡
単

な
こ
と
で
も
自
分
に
で
き
な
い

こ
と
が
い
か
に
多
い
か
を
痛
感

し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
実
習
が

で
き
な
か
っ
た
間
、
座
学
で
は

そ
れ
な
り
に
知
識
を
付
け
た
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に

患
者
さ
ん
を
診
察
す
る
中
で
学

ぶ
こ
と
、
座
学
と
臨
床
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
こ

と
を
再
認
識
で
き
ま
し
た
。
例

年
よ
り
も
臨
床
実
習
が
少
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
非
常

に
残
念
で
す
が
、
こ
う
し
た
こ

と
を
改
め
て
実
感
で
き
た
の
は

実
習
が
で
き
な
い
時
間
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

十
一
月
か
ら
は
臨
床
実
習
も

終
了
し
、
医
師
国
家
試
験
に
向

け
一
日
中
机
に
向
か
う
日
々
に

な
り
ま
す
。
再
び
座
学
の
毎
日

に
戻
り
ま
す
が
、
実
習
で
得
た

臨
床
的
な
観
点
を
忘
れ
ず
、
国

試
勉
強
に
励
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

先
行
き
が
見
え
に
く
い
今
こ
そ

先
行
き
が
見
え
に
く
い
今
こ
そ

信
頼
関
係
の
構
築
を

信
頼
関
係
の
構
築
を

医
学
科
六
年　

工　

藤　

珠　

星

　

最
初
に
実
習
中
止
を
宣
言
さ

れ
た
日
か
ら
半
年
以
上
が
経
ち

ま
し
た
。
初
め
は
混
乱
の
な
か

で
戸
惑
い
、
今
振
り
返
れ
ば
自

分
で
も
余
裕
が
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
で
す
が
ひ
と
月
、
ふ

た
月
と
経
つ
う
ち
に
こ
れ
ま
で

耳
に
も
入
ら
な
か
っ
た
鳥
の
声

が
聞
こ
え
る
こ
と
に
気
が
付

き
、
自
分
も
新
し
い
生
活
に
な

じ
み
つ
つ
あ
る
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　

現
在
、
再
び
実
習
は
中
止
さ

れ
、
日
常
を
と
り
も
ど
し
か
け

た
数
か
月
間
が
夢
だ
っ
た
か
の

よ
う
で
す
。

　

ま
さ
に
今
起
き
て
い
る
よ
う

な
非
常
事
態
で
よ
く
聞
か
れ
る

言
葉
に 

〝
臨
機
応
変
な
対
応
〟 

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
臨

機
応
変
と
は
そ
の
場
に
合
っ
た

行
動
を
す
る
と
い
う
意
味
で

あ
っ
て
、
そ
の
時
に
な
っ
た
ら

考
え
る
と
い
う
意
味
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
五
年
次
の
実
習
で
学

ん
だ
こ
と
で
す
が
臨
機
応
変
な

対
応
を
す
る
に
は
事
前
に
あ
ら

ゆ
る
可
能
性
を
考
え
、
準
備
を

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
記
事
を
書
い
て
い
る
十

月
中
旬
、
実
習
や
試
験
に
お
い

て
先
行
き
が
見
え
ず
不
安
定
な

状
態
で
す
。
し
か
し
大
学
と
学

生
の
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
に

は
こ
れ
以
上
な
い
好
機
で
す
。

医
師
と
患
者
の
信
頼
関
係
の
築

き
方
は
何
度
か
講
義
で
取
り
扱

わ
れ
ま
す
が
、
私
は
同
じ
人
間

で
あ
る
以
上
こ
れ
は
大
学
と
学

生
の
間
で
も
活
用
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

見
通
し
を
立
て
に
く
い
と
し

て
も
と
に
か
く
早
い
段
階
で
、

決
定
し
か
ね
て
い
る
こ
と
と
複

数
の
可
能
性
を
伝
え
れ
ば
学
生

の
不
安
は
軽
減
さ
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
時
重

要
な
の
は
、
最
終
決
定
の
期
限

を
決
め
て
そ
れ
を
守
る
こ
と
で

す
。
学
生
の
顔
色
を
窺
う
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
生
の
気

持
ち
や
事
情
を
汲
ん
だ
決
定
を

し
て
頂
き
、CO

V
ID

-19

下
に

留
ま
ら
ず
今
後
も
続
く
大
学
と

学
生
の
協
力
に
よ
る
よ
り
良
い

教
育
づ
く
り
の
一
助
と
な
る
こ

と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

写真1

泌尿器科学講座泌尿器科学講座
助教　助教　藤　田　尚　紀藤　田　尚　紀

留学だより

　

令
和
元
年
六
月
よ
り
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ

のSanford Burnham
 Perbys 

M
edical D

iscovery Institute
に
留
学
し
て
お
り
ま
す
。
私

の
所
属
し
て
い
るY

am
aguchi 

Lab

に
は
自
分
を
含
め
て
五
人

所
属
し
て
い
ま
す
が
、
全
員
日

本
人
と
い
う
英
語
の
上
達
を
断

念
さ
せ
る
環
境
で
日
々
基
礎
研

究
に
励
ん
で
お
り
ま
す
（
写
真

１
）。

　

私
の
研
究
内
容
に
つ
い
て

は
、
現
地
の
グ
ラ
ン
ト
の
兼
ね

合
い
や
米
国
で
中
国
人
ス
パ
イ

活
動
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
た

め
詳
し
く
お
話
す
る
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
大
ま

か
に
言
う
と
自
己
免
疫
疾
患
お

よ
び
肝
疾
患
と
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸

代
謝
の
関
係
性
に
つ
い
て
基
礎

研
究
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
私

の
本
職
で
あ
るurology

で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
か
ら

学
べ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
基
礎
研
究

を
行
う
上
で
必
要
と
さ
れ
る
思

考
力
は
と
て
も
多
く
、
帰
国
後

COVID-19流行下のCOVID-19流行下の
アメリカの様子についてアメリカの様子について

の
研
究
活
動
に
役
立
つ
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
ご
存
知
の
通
り
、
米

国
で
は
世
界
最
多
のCO

V
ID

-19

感
染
者
が
報
告
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
私
の
住
ん
で
い
る
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
米
国
最
多

の
感
染
者
（
十
二
月
現
在
で

百
三
十
万
人
）
が
報
告
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
で
は
三
月
十
九
日
に
州
全
域

に
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
が
敷
か
れ
ま

し
た
。
こ
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
は

私
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
各
所
で
検

問
を
行
う
な
ど
さ
ぞ
厳
し
い
も

の
と
想
像
し
て
い
ま
し
た
が
、

通
院
や
散
歩
、
日
用
品
の
買
い

物
な
ど
は
許
容
さ
れ
て
い
る
た

め
、
い
つ
も
よ
り
人
が
少
な
い

か
な
と
思
わ
せ
る
程
度
で
し

た
。し
か
し
、研
究
所
も
約
一
ヶ

月
半
閉
鎖
さ
れ
た
た
め
、
二
ヵ

月
程
か
け
て
仕
込
ん
で
い
た
マ

ウ
ス
が
台
無
し
に
な
る
な
ど
の

影
響
は
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

一
ヶ
月
半
は
勉
強
、
貯
ま
っ
て

い
た
臨
床
論
文
の
作
成
や
研
究

費
申
請
に
専
念
し
ま
し
た
が
、

一
歳
六
ヶ
月
の
娘
が
い
い
感
じ

に
邪
魔
し
て
く
れ
る
お
か
げ
で

思
っ
た
よ
り
は
か
ど
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ア
パ
ー
ト
の
ジ
ム
や

プ
ー
ル
、
公
園
の
遊
具
な
ど
も

全
て
閉
鎖
さ
れ
た
た
め
、
日
々

書
類
仕
事
、
娘
と
散
歩
、
娘
と

昼
寝
の
繰
り
返
し
で
し
た
が
、

家
族
と
の
ん
び
り
過
ご
せ
た
よ

い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
一
日
二
十
万
人
超
と

い
う
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い

数
の
感
染
者
が
報
告
さ
れ
て
お

り
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
は
二
度

目
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
が
敷
か
れ

て
い
ま
す
。
今
年
い
っ
ぱ
い
は

在
宅
勤
務
と
い
う
会
社
も
多

く
、
女
子
会
で
「
旦
那
が
ず
っ

と
家
に
い
る
か
ら
ス
ト
レ
ス
が

貯
ま
る
わ
」
な
ど
の
声
も
聞
こ

え
て
き
ま
す
。
各
所
で
感
染
対

策
は
取
ら
れ
て
お
り
、
研
究
所

で
は
入
る
前
に
必
ず
症
状
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
を
記

入
し
検
温
チ
ェ
ッ
ク
を

受
け
ま
す
。
ラ
ボ
内
で

の
飲
食
は
禁
止
さ
れ
、

昼
食
は
車
の
中
で
ひ
っ

そ
り
と
食
べ
て
い
ま

す
。
調
べ
ご
と
を
し
な

が
ら
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
め

な
い
の
が
一
番
つ
ら
い

と
こ
ろ
で
す
。
コ
ロ
ナ

流
行
前
の
休
日
はSea 

W
orld

や
動
物
園
な
ど

で
過
ご
し
て
い
ま
し
た

が
、
人
込
み
は
怖
い
の

で
現
在
は
人
口
密
度
の

低
い
国
立
公
園
巡
り
を
堪
能
し

て
お
り
ま
す
。
日
本
で
は
到
底

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
絶
景
に

魅
了
さ
れ
る
ば
か
り
で
す
（
写

真
２
）。

　

早
い
も
の
で
こ
ち
ら
に
来
て

一
年
四
ヶ
月
が
経
過
し
、
予
定

の
滞
在
期
間
は
八
ヶ
月
と
な
り

ま
し
た
。
少
し
で
も
多
く
の
こ

と
を
吸
収
し
、
帰
国
後
に
還
元

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

写真2　Arches National Park

　

二
〇
一
九
年
日
本

開
催
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
は
チ
ー

ム
日
本
の
大
活
躍
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
準

優
勝
と
い
う
こ
と
で

英
国
在
住
の
私
達
日

本
人
も
大
い
に
楽
し

み
ま
し
た
。
英
国
で

も
全
試
合
生
放
送
さ

れ
、
朝
か
ら
ビ
ー
ル

を
飲
み
な
が
ら
観
戦

す
る
様
子
は
英
国
に
お
い
て
ラ

グ
ビ
ー
が
国
民
的
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
一
方

で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
関
係
性
を
学
ぶ
に

よ
い
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
も
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
も
ラ
グ
ビ
ー
の
強
豪
国

で
す
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の

多
く
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は

英
国
留
学
／
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

英
国
留
学
／
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
と
英
国
国
民
性

カ
ッ
プ
と
英
国
国
民
性

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

麻
酔
科　

助
教　

斎　

藤　

淳　

一

な
く
対
戦
相
手
チ
ー
ム
を
応
援

し
て
い
た
の
が
印
象
的
で
す
。

台
風
の
影
響
で
開
催
が
危
ぶ
ま

れ
た
予
選
最
後
の
日
本
対
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
日
本
が
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
勝
利
し
た
時

に
は
外
で
は
喜
べ
な
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
人
の
多
く
住
む
ロ
ン
ド
ン
で

は
心
配
無
用
、
日
本
を
応
援
す

る
多
く
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
が

い
た
よ
う
で
す
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

も
日
本
を
祝
福
す
る
コ
メ
ン
ト

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

U
nited K

ingdom

と
あ
る

よ
う
に
英
国
も
以
前
は
別
々
で

あ
っ
た
王
室
が
合
併
し
た
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
す
。
三
王
国

戦
争
（
清
教
徒
革
命
）
を
経
て

一
七
〇
七
年
合
同
法
が
制
定
さ

れ
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
島
全
土

が
一
つ
の
国
家
と
し
て
統
治
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
一
つ
の
国

家
で
あ
る
は
ず
の
英
国
で
す
が

現
在
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
で
ポ
ン
ド
紙
幣
は

異
り
ま
す
し
、
医
療
制
度
、
法

律
な
ど
違
い
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
違
い
は
Ｅ
Ｕ
か
ら
の

英
国
の
離
脱
（
ブ
レ
グ
ジ
ッ

ト
）
に
対
す
る
両
国
の
姿
勢
の

違
い
と
し
て
表
れ
て
い
ま
す
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
Ｅ
Ｕ
に
好

意
的
で
残
留
を
希
望
す
る
人
が

多
い
地
域
で
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
強
行

派
が
進
め
る
ハ
ー
ド
ブ
レ
グ

ジ
ッ
ト
が
実
行
さ
れ
た
時
に
は

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
英
国
離
脱

も
辞
さ
な
い
構
え
だ
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
が
決

ま
っ
た
英
国
で
は
あ
り
ま
す

が
、
決
し
て
一
枚
岩
で
は
な
い

英
国
内
の
動
向
に
は
注
目
し
て

い
ま
す
。

　

二
〇
二
〇
年
十
月
末
現
在
、

英
国
を
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
はCO

V
ID

-19

の
第
二
波
に

襲
わ
れ
、英
国
の
他
、ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
二
度
目
の

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を
決
断
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
が
日
本
に
帰
国
し

た
七
月
末
で
は
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

か
ら
少
し
ず
つ
制
限
が
緩
和
さ

れ
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
の
反
動
で
政
府
の
緩

和
を
越
え
た
行
動
が
見
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
更
な
る

規
制
緩
和
、
バ
カ
ン
ス
を
経
て
、

第
二
波
の
到
来
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。Stay hom

e, Protect the 
N

H
S, Save lives

… 



医学部ウォーカー第 95 号令和 2年 12 月 16 日

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

形
成
外
科
学
講
座　

助
教　

齋　

藤　

百
合
子

　

私
は
弘
前
大
学
医
学
部
を
卒

業
後
、
む
つ
総
合
病
院
で
初
期

研
修
を
二
年
間
行
っ
た
後
弘
前

大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
戻

り
、
形
成
外
科
学
講
座
へ
所
属

し
形
成
外
科
専
門
医
を
取
得
し

ま
し
た
。

　

形
成
外
科
と
の
出
会
い
で
す

が
、
医
学
部
に
入
学
後
に
様
々

な
講
座
が
学
生
へ
向
け
て
自
分

た
ち
の
講
座
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
い
う
時

間
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
私
は

そ
こ
で
初
め
て
形
成
外
科
と
い

う
科
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
そ
の
際
に
交
通
事

故
に
よ
り
顔
面
に
多
発
外
傷
を

受
傷
し
た
症
例
の
術
前
、
術
後

の
写
真
を
み
て
、
こ
れ
ほ
ど
き

れ
い
に
治
療
で
き
る
科
が
あ
る

の
か
と
と
て
も
感
動
し
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

初
期
研
修
へ
と
進
み
ま
す
が
初

期
研
修
で
学
ん
だ
科
は
そ
れ
ぞ

れ
勉
強
に
な
り
、
興
味
を
持
つ

こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
研

修
二
年
目
の
中
頃
に
は
初
期
研

修
で
研
修
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
形

成
外
科
に
所
属
す
る
こ
と
を
決

め
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
に

私
が
学
生
の
頃
に
形
成
外
科
と

の
出
会
い
で
受
け
た
衝
撃
は
大

き
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病
院

に
戻
り
、
形
成
外
科
へ
所
属
し

診
療
に
携
わ
る
よ
う
に
な
る
と

学
生
の
頃
に
は
想
像
で
き
な

か
っ
た
ほ
ど
に
形
成
外
科
が
非

常
に
広
範
囲
な
疾
患
を
診
療
し

て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
覚
え
る
こ
と

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

産
科
婦
人
科　

助
教　

淵
之
上　

康　

平

　

産
科
婦
人
科
の
淵
之
上
と
申

し
ま
す
。「
ふ
ち
の
う
え
」
と

読
み
ま
す
。
電
話
で
名
乗
る

と
、
た
い
て
い
聞
き
返
さ
れ
ま

す
。「
い
の
う
え
」「
い
ち
の
へ
」

「
ふ
じ
の
う
え
（
惜
し
い
！
）」

な
ど
な
ど
。

　

出
身
は
鹿
児
島
県
、
高
校
卒

業
後
は
東
北
大
学
農
学
部
へ
進

学
し
、
大
学
院
修
了
後
は
不
妊

治
療
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
胚
培

養
士
と
し
て
働
い
て
い
ま
し

た
。
三
年
ほ
ど
働
い
た
頃
か
ら

医
師
に
な
り
た
い
と
い
う
よ
り

は
産
婦
人
科
医
に
な
り
た
い
と

思
い
、
二
〇
〇
六
年
に
弘
前
大

学
医
学
部
に
学
士
編
入
し
ま
し

た
。
二
〇
一
〇
年
卒
業
後
は
五

所
川
原
市
立
西
北
中
央
病
院

（
現
つ
が
る
総
合
病
院
）
で
初

期
研
修
を
受
け
ま
し
た
。
研
修

修
了
後
は
当
初
の
目
標
通
り
に

産
科
婦
人
科
学
教
室
の
一
員
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
大
学

病
院
や
青
森
県
内
の
市
中
病
院

で
研
鑽
を
重
ね
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　

前
職
の
胚
培
養
士
と
い
う
の

は
、
不
妊
治
療
の
ひ
と
つ
で
あ

る
生
殖
補
助
医
療
（A

ssisted 
R

eproductive T
echnology: 

Ａ
Ｒ
Ｔ
と
い
う
ス
テ
キ
な
略
語

で
呼
ば
れ
ま
す
）
に
関
わ
る
仕

事
で
す
。
精
子
や
卵
子
を
扱

部
活
動
紹
介

部
活
動
紹
介

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
男
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
男
子
代
表　

医
学
科
三
年　

一　

戸　

勇　

人

　

私
た
ち
医
学
部
男
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
・
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
含
め
総
名
十
六

人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
現
在

最
高
学
年
三
年
生
と
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
チ
ー
ム
で
あ
り
ま
す
。

大
学
ま
で
バ
レ
ー
の
経
験
の
な

い
部
員
が
半
数
以
上
で
は
あ
り

ま
す
が
練
習
で
は
基
礎
か
ら

し
っ
か
り
と
取
り
組
み
経
験
者

と
肩
を
並
べ
活
躍
し
て
い
ま

す
。
外
部
コ
ー
チ
に
指
導
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
の
で
す
が

コ
ー
チ
の
指
導
は
優
し
く
丁
寧

で
あ
り
、
な
に
よ
り
も
コ
ー
チ

の
プ
レ
ー
自
体
が
プ
レ
ー
ヤ
ー

の
お
手
本
と
な
っ
て
い
て
い
つ

も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
い
え
ば

強
烈
な
ス
パ
イ
ク
を
思
い
浮
か

べ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が

魅
力
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ボ
ー
ル
を
三
回
の
プ

レ
ー
で
相
手
コ
ー
ト
に
返
す

中
、
そ
こ
に
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

と
駆
け
引
き
が
多
く
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
は
面
白
く
チ
ー
ム
同
士
の
団

結
力
も
強
い
の
で
す
。
こ
こ
に

こ
そ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
魅
力
が

あ
る
の
で
す
。
一
瞬
で
チ
ー
ム

メ
イ
ト
の
意
図
を
読
み
取
る
と

い
う
こ
と
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で

鍛
え
た
判
断
力
は
臨
床
の
現
場

に
お
い
て
も
役
立
つ
こ
と
に
な

り
ま
す
。
私
た
ち
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
通
し
て
医
療
従
事
者

と
し
て
大
切
な
こ
と
も
多
く
学

ん
で
お
り
ま
す
。
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
活

動
の
自
粛
や
大
会
の
中
止
な
ど

が
あ
り
、
な
か
な
か
思
う
よ
う

な
活
動
は
で
き
な
か
っ
た
で
す

が
今
こ
そ
、
チ
ー
ム
の
土
台
を

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

麻
酔〝
科
〟医
の

麻
酔〝
科
〟医
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
探
し
て

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
探
し
て

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

麻
酔
科
学
講
座　

助
教　

矢　

越　

ち
ひ
ろ

　

こ
の
度
は
、
キ
ラ
キ
ラ
も
ギ

ラ
ギ
ラ
も
し
て
お
ら
ず
若
手
で

も
な
い
私
の
よ
う
な
中
年
一
医

師
に
執
筆
依
頼
を
頂
き
、
誠
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
折
角
で

す
の
で
最
近
の
私
の
こ
と
に
つ

い
て
書
か
せ
て
頂
き
ま
す
。 

　

た
ま
に
麻
酔
関
連
の
一
般
記

事
を
読
む
と
「
麻
酔
医
」
と
い

う
文
字
を
目
に
し
ま
す
。
違
和

感
を
覚
え
悲
し
く
な
る
の
は
、

自
分
は「
麻
酔
科
医
」だ
と
思
っ

て
い
る
か
ら
で
す
が
、
で
は
何

が
違
う
か
と
言
わ
れ
る
と
、
そ

れ
は〝
科
〟＝
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
だ
か
ら
と
答
え
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
、
専
門
性
と
は
何
か

を
探
し
続
け
て
早
十
年
。
す
で

に
麻
酔
科
専
門
医
で
は
あ
り
ま

す
が
、
さ
ら
に
ペ
イ
ン
ク
リ

ニ
ッ
ク
と
緩
和
医
療
を
専
門
と

す
べ
く
奮
闘
中
で
す
。
一
般
的

に
は
「
何
だ
そ
れ
？
」
と
言
っ

た
所
で
し
ょ

う
、
自
分
で
も

マ
ニ
ア
ッ
ク
な

領
域
に
足
を
踏

み
入
れ
て
し

ま
っ
た
感
は
あ

り
ま
す
が
、
も

と
も
と〝
痛
み
〟

と
〝
が
ん
〟
に

興
味
を
持
っ
て

い
た
の
で
面
白

い
と
思
っ
て
勉

強
・
診
療
し
て

い
ま
す
。
細
々

と
で
す
が
漢
方

医
学
も
合
わ
せ

て
勉
強
中
で

す
。

　

痛
み
の
診
療

で
難
し
い
の

は
、
痛
み
は
目
に
見
え
ず
、
個

人
差
が
あ
り
定
量
化
で
き
な

い
、
ま
た
個
人
の
中
で
も
一
定

で
は
な
い
曖
昧
な
感
覚
で
あ
る

と
い
う
点
で
す
が
、
一
番
難
し

い
の
は
患
者
様
と
の
関
わ
り
方

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
意
外
と
長

い
付
き
合
い
と
な
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
、
痛
み
が
死
に
直
結
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
そ
の

方
の
人
生
に
は
伴
走
し
ま
す
。

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
手
術
麻

酔
や
集
中
治
療
に
比
べ
派
手
さ

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
患
者
様
の

人
生
に
寄
り
添
い
、
痛
み
を
緩

和
す
る
大
切
な
仕
事
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
緩
和
医
療
で
は
痛

み
の
緩
和
に
よ
り
生
活
の
質
の

向
上
が
望
め
ま
す
。
使
用
す
る

内
服
薬
や
薬
剤
経
路
、
そ
れ
ぞ

れ
に
見
合
っ
た
オ
ピ
オ
イ
ド
製

剤
の
調
整
、
各
種
神
経
ブ
ロ
ッ

ク
や
痛
み
の
強
い
患
者
様
の
要

所
で
の
鎮
静
も
正
に
麻
酔
科
医

が
文
字
通
り
山
ほ
ど
あ
り
本
当

に
や
っ
て
い
け
る
の
か
と
不
安

を
覚
え
た
り
も
し
ま
し
た
。

　

形
成
外
科
専
門
医
を
取
得
し

た
現
在
で
も
、
執
刀
す
る
際
は

常
に
様
々
な
教
科
書
や
論
文
を

勉
強
す
る
必
要
が
あ
り
自
分
は

形
成
外
科
医
と
し
て
一
人
前
に

な
れ
る
の
か
、
そ
も
そ
も
ど
こ

ま
で
で
き
れ
ば
一
人
前
な
の
か

な
ど
考
え
不
安
に
な
る
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
方

で
術
後
に
私
が
執
刀
し
た
方
が

疾
患
や
手
術
瘢
痕
を
気
に
す
る

こ
と
な
く
生
活
で
き
て
い
る
姿

を
み
る
と
、
学
生
の
頃
の
形
成

外
科
と
の
出
会
い
を
思
い
出
す

と
と
も
に
、
自
分
の
選
ん
だ
道

は
間
違
っ
て
は
い
な
か
っ
た
な

と
思
っ
た
り
も
し
ま
す
。

　

形
成
外
科
は
再
建
手
術
を

行
っ
て
い
る
た
め
、
他
科
と
合

同
で
手
術
を
す
る
こ
と
も
多
く

近
年
は
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
に
よ
る

乳
房
再
建
は
保
険
診
療
と
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
そ
の
需
要
は
ま

す
ま
す
増
加
し
て
い
く
こ
と
が

考
え
ら
え
ま
す
。
そ
の
一
方
で

県
内
の
形
成
外
科
医
の
数
は

徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
る
も
の
の

ま
だ
少
な
い
状
態
で
あ
る
た

め
、
形
成
外
科
医
と
し
て
研
鑽

を
積
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
生

き
る
場
面
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

　

私
は
、
麻
酔
科
医
は
母
の
よ

う
な
存
在
で
あ
れ
、
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
い
う
私
も
最
近

母
と
な
り
、
以
前
よ
り
も
少
し

は
心
広
く
成
長
で
き
た
か
な
と

感
じ
て
い
ま
す
。
思
い
返
し
て

あ
の
時
…
と
自
分
の
態
度
を
恥

じ
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す

が
、
相
手
に
寄
り
添
い
、
時
に

窘
め
、
同
じ
方
向
を
見
て
治
療

を
進
め
る
、
そ
れ
は
麻
酔
科
医

で
あ
れ
ば
ど
の
分
野
で
も
同
様

で
、
そ
ん
な
医
療
を
目
指
し
て

行
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
修
行
中
で
す
が
、
周

り
の
皆
様
の
お
力
も
お
借
り
し

て
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

い
、
体
外
受
精
・
顕
微
授
精
・

受
精
卵
凍
結
な
ど
を
行
い
ま

す
。
農
学
部
時
代
に
ブ
タ
や

ラ
ッ
ト
の
卵
子
を
用
い
た
研
究

を
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
技
術

を
生
か
せ
る
仕
事
と
し
て
選
び

ま
し
た
。
医
師
に
な
っ
て
か
ら

は
不
妊
治
療
以
外
に
も
周
産
期

や
腫
瘍
な
ど
様
々
な
分
野
に
つ

い
て
も
経
験
で
き
、
こ
れ
ら
は

有
機
的
に
リ
ン
ク
し
て
い
る
部

分
も
あ
る
の
で
、
胚
培
養
士
を

し
て
い
た
頃
よ
り
も
広
い
視
野

を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
最
近
は
若
い
世
代
の

先
生
方
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
増

え
て
お
り
嬉
し
い
限
り
な
の
で

す
が
、
男
性
医
師
が
極
端
に
少

な
い
と
い
う
こ
と
に
頭
を
抱
え

て
い
ま
す
。
研
修
医
・
学
生
さ

ん
た
ち
の
話
を
聞
く
と
、
興
味

は
あ
る
け
ど
男
性
が
産
科
婦
人

科
を
専
攻
す
る
こ
と
に
抵
抗
が

あ
る
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
最
初
か
ら
産
科
婦
人
科
医

に
な
り
た
か
っ
た
私
か
ら
す
れ

ば
信
じ
難
い
こ
と
で
は
あ
る
の

で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
意
見
が

あ
る
こ
と
を
と
て
も
残
念
に
思

い
ま
す
。
産
科
婦
人
科
は
女
性

の
味
方
で
あ
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
女
性
医
師
に
対

し
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま

す
。
同
僚
の
女
性
医
師
が
安
心

し
て
妊
娠
・
出
産
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
、
男
性
医

師
の
存
在
が
不
可
欠
だ
と
思
い

ま
す
。
産
科
婦
人
科
に
興
味
が

あ
る
な
ら
、
ぜ
ひ
将
来
の
進
路

と
し
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い

（
も
ち
ろ
ん
、
女
性
も
大
歓
迎

で
す
！
）。
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バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
女
子
代
表　

医
学
科
二
年　

笠　

井　

真　

愛

　

医
学
部
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
に
は
、
現
在
二
十
九
名
が
所

属
し
て
お
り
、
一
、二
年
生
が

主
体
の
チ
ー
ム
で
す
。
今
年
度

は
、
残
念
な
が
ら
北
医
体
、
東

医
体
と
も
に
中
止
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
北
医
体
は
三

連
覇
、
東
医
体
は
昨
年
度
の
成

績
の
ベ
ス
ト
８
以
上
に
進
出
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
温
か

い
先
輩
方
の
助
け
を
お
借
り
し

な
が
ら
日
々
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
運
動
会
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
り
、
年
に

二
回
秋
田
大
学
と
の
交
流
戦
も

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

  

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
い
え
ば
、

漫
画
「
ハ
イ
キ
ュ
ー
! !
」
の

ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
す
。
ハ
イ
キ
ュ
ー
! !

は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
難
し
さ

や
楽
し
さ
、
奥
深
さ
を
描
い
て

い
て
、
嬉
し
い
こ
と
に
こ
の
漫

画
を
読
ん
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

始
め
た
人
も
い
ま
す
。
決
し
て

宣
伝
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ぜ

ひ
一
度
読
ん
で
い
た
だ
け
た
ら

嬉
し
い
で
す
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
ボ
ー
ル

を
持
つ
こ
と
は
で
き
な
い
、
同

じ
人
が
続
け
て
二
度
触
る
こ
と

も
で
き
な
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

自
分
が
ボ
ー
ル
を
触
る
一
瞬

で
、
思
い
通
り
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
の
は
本
当
に
難
し
い
で

す
。
ま
た
、
相
手
チ
ー
ム
か
ら

来
た
ボ
ー
ル
を
レ
シ
ー
ブ
し
、

ト
ス
を
上
げ
、
ス
パ
イ
ク
を
打

し
っ
か
り
と
作

り
直
し
、
い
つ

か
試
合
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ

た
時
に
思
い
っ

き
り
プ
レ
ー
で

き
る
よ
う
に
練

習
を
重
ね
て
い

ま
す
。

　

ま
た
今
年
は

例
外
で
す
が
、

例
年
通
り
で
す

と
お
花
見
や
キ

ャ
ン
プ
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
も

多
く
、
部
員
同

士
の
関
係
が
と

て
も
良
い
の
が

私
た
ち
の
特
色

で
も
あ
り
ま

す
。
上
級
生
下

級
生
皆
が
仲
が

い
い
と
い
う
の

も
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
を
い
つ
も

練
習
し
て
い
る
お
か
げ
な
の
か

つ
ま
で
の
平
均

時
間
は
女
子
で

約
七
秒
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
短
い
時
間

で
、
周
囲
の
状

況
を
把
握
し
最

善
の
攻
撃
を
す

る
の
は
、
慣
れ

な
い
う
ち
は
大

変
で
す
が
、
楽

し
み
の
一
つ
だ

と
も
思
い
ま

す
。
そ
し
て
何

よ
り
、
一
人
で

は
厳
し
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
が

チ
ー
ム
で
助
け

合
え
る
こ
と
、

ま
た
、
次
に
ボ

ー
ル
を
触
る
人

の
こ
と
を
思
い

や
り
丁
寧
に
プ

レ
ー
す
る
こ

と
、
そ
う
し
て

ボ
ー
ル
を
大
切

に
繋
ぎ
決
め
た
得
点
を
み
ん
な

で
喜
び
合
う
こ
と
が
醍
醐
味
の

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
の
影
響
で
思
う
よ

う
に
活
動
が
で
き
ず
、
改
め
て

い
つ
も
通
り
に
部
活
動
が
で
き

る
こ
と
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ

ま
し
た
。「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は

楽
し
い
」と
、私
た
ち
自
身
も
、

見
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
も

思
え
る
よ
う
な
プ
レ
ー
を
す
る

チ
ー
ム
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら

も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
参
り
ま
す

の
で
、
今
後
も
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

卓

球

部

卓
球
部
代
表　

医
学
科
三
年　

岩　

織　

瑛　

典

　

現
在
、
弘
前
大
学
医
学
部
卓

球
部
に
は
医
学
科
と
保
健
学
科

が
所
属
し
て
お
り
、
男
子
三
十

六
名
、
女
子
二
十
八
名
の
計
六

十
四
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

リ
オ
五
輪
で
男
女
共
に
団
体
の

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
以
降
、
Ｔ

リ
ー
グ
と
い
う
日
本
の
卓
球

リ
ー
グ
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
近

年
高
ま
る
卓
球
ブ
ー
ム
に
よ
り

競
技
人
口
は
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
影
響
あ
っ
て
か
部
員
の
人

数
も
年
々
増
加
し
て
い
て
、
今

年
度
は
八
人
の
一
年
生
が
入
部

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
活
動
は
コ
ロ
ナ
禍

で
不
規
則
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
例
年
は
本
町
地
区
体
育
館

で
週
に
二
回
活
動
し
て
い
ま

す
。
練
習
は
男
女
関
係
な
く
混

ざ
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
卓
球
の
魅
力
の
一
つ
だ
と
思

い
ま
す
。
年
齢
や
性
別
に
よ
る

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
少
な

く
、
男
女
で
試
合
す
れ
ば
女
子

が
勝
つ
こ
と
も
多
々
あ
り
ま

す
。
我
々
が
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
弘
前
市
の
ナ
イ

タ
ー
大
会
で
は
四
十
代
の
方
と

白
熱
し
た
試
合
を
繰
り
広
げ
た

り
、
六
十
代
の
方
の
巧
み
な
プ

レ
ー
に
思
わ
ず
手
が
出
な
か
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
、
年
齢

を
超
え
た
交
流
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ナ
イ
タ
ー
で
の
試
合
を
見

て
い
る
と
、
パ
ワ
ー
や
俊
敏
さ

と
同
じ
く
ら
い
戦
略
や
繊
細
な

ボ
ー
ル
タ
ッ
チ
が
大
事
だ
と
い

う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

小
さ
な
テ
ー
ブ
ル
の
上
で
繰
り

広
げ
ら
れ
る
高
速
ラ
リ
ー
に
戦

略
が
絡
ま
っ
た
と
き
、
卓
球
の

奥
深
さ
は
何
倍
に
も
増
し
て
感

じ
ら
れ
、
よ
り
卓
球
に
魅
せ
ら

れ
て
し
ま
う
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
卓
球
の
面
白
さ
を

共
有
し
な
が
ら
、
初
心
者
、
経

験
者
問
わ
ず
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。
卓
球
は

個
人
競
技
で
は

あ
り
ま
す
が
、

大
会
で
一
番
盛

り
上
が
る
の
は

団
体
戦
で
す
。

医
学
部
の
大
会

の
団
体
戦
は
五

人
以
上
団
体
メ

ン
バ
ー
が
必
要

と
な
る
た
め
、

チ
ー
ム
の
層
の

厚
さ
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
そ

こ
で
経
験
者
が

初
心
者
に
積
極

的
に
教
え
る
こ

と
で
、
チ
ー
ム

の
底
上
げ
を

図
っ
て
い
ま

す
。
あ
り
が
た

い
こ
と
に
体
育

館
の
一
階
が
貸

し
切
り
状
態
に

な
っ
て
い
る
た

め
、
熱
心
に
毎

日
自
主
練
習
し
て
い
る
部
員
も

い
ま
す
。
そ
れ
が
功
を
奏
し
、

昨
年
度
の
東
医
体
で
は
男
子
団

体
準
優
勝
、
女
子
団
体
四
位
と

い
う
好
成
績
を
残
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍

で
大
会
が
次
々
に
中
止
に
な
る

な
ど
悔
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
来
年
こ
そ
は
念
願
の
男

女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
果
た
せ
る

よ
う
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。 医

学
部
管
弦
楽
団

医
学
部
管
弦
楽
団
代
表　

医
学
科
三
年　

小
松
原　

宇　

蘭

　

私
た
ち
医
学
部
管
弦
楽
団
は

現
在
団
員
総
勢
五
十
名
ほ
ど
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
大
学
か
ら

新
し
く
楽
器
を
始
め
る
団
員
も

多
く
、
弾
け
る
よ
う
に
な
る
た

め
に
皆
必
死
に
練
習
し
て
い
ま

す
。
週
一
回
の
合
奏
を
設
け
、

合
奏
に
向
け
て
個
人
や
友
人
同

士
で
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

例
年
、
医
学
部
管
弦
楽
団
は
初

夏
と
ク
リ
ス
マ
ス
の
年
二
回
、

弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で

の
院
内
コ
ン
サ
ー
ト
を
主
な
活

動
と
し
て
い
る
の
で
す
が
、
今

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
の
影
響
に
よ
り
ど

ち
ら
も
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ま
た
、
医
学
部
医
学

科
の
解
剖
体
慰
霊
祭
で
の
演

奏
、
総
合
文
化
祭
で
の
コ
ン

サ
ー
ト
、
学
会
で
の
演
奏
な
ど

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
こ
ち
ら
も
中
止
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
医
学
部
管
弦

楽
団
で
は
主
に
バ
ロ
ッ
ク
音
楽

や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
ハ
イ
ド
ン

に
代
表
さ
れ
る
古
典
派
音
楽
を

中
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

加
え
て
、
ク
リ

ス
マ
ス
メ
ド

レ
ー
や
映
画
音

楽
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

前
述
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
よ

う
に
コ
ン
サ
ー

ト
は
中
止
に

な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
し
、
他

に
も
例
年
頂
い

て
い
た
演
奏
の

機
会
も
今
年
は

な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

今
年
は
そ
れ
ら

の
発
表
の
機
会

が
な
か
っ
た
の

で
活
動
し
て
い

て
寂
し
さ
を
感

じ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、

こ
の
一
年
は
地

道
に
練
習
を
積

み
重
ね
る
の
に

と
て
も
良
い
一

年
な
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

団
員
同
士
で
わ
か
ら
な
い
箇
所

や
改
善
点
な
ど
を
お
互
い
に
指

摘
し
合
い
な
が
ら
練
習
し
て
い

ま
す
。
発
表
の
機
会
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
の
分
一
つ
一
つ
の

こ
と
に
丁
寧
に
じ
っ
く
り
と
取

り
組
め
て
お
り
活
動
は
充
実
し

て
い
ま
す
。
来
年
の
演
奏
の
機

会
を
団
員
一
同
楽
し
み
に
練
習

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

前
期
は
な
る
べ
く
自
粛
し
て

過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
生

活
で
し
た
が
、
週
に
一
度
部
活

で
の
合
奏
に
参
加
す
る
こ
と
が

と
て
も
楽
し
く
、
良
い
気
分
転

換
に
な
り
ま
し
た
。
音
楽
が
好

き
な
人
が
集
ま
り
、
皆
で
よ
り

良
い
音
楽
作
り
に
取
り
組
む
こ

と
は
と
て
も
や
り
が
い
が
あ
り

幸
せ
な
こ
と
で
す
。
も
し
音
楽

に
少
し
で
も
興
味
が
あ
り
ま
し

た
ら
ぜ
ひ
演
奏
を
聞
き
に
い
ら

し
て
く
だ
さ
い
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
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受
験
シ
ー
ズ
ン
到
来

　
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
中
止
の
た

め
か
、
季
節
感
が
な
い
中
で
受

験
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
し
た
。
受

験
と
言
え
ば
、
医
学
部
入
試
に

は
個
人
面
接
が
科
せ
ら
れ
る
。

面
接
で
は
、
受
験
生
に
対
し
て

三
人
の
面
接
官
が
順
番
に
質
問

す
る
が
、
優
し
く
質
問
す
る
タ

イ
プ
、
厳
し
く
質
問
す
る
タ
イ

プ
、
突
っ
込
ん
だ
質
問
を
投
げ

か
け
る
タ
イ
プ
と
様
々
だ
。「
な

ぜ
医
師
を
目
指
す
の
か
」、「
な

ぜ
弘
前
大
学
を
受
験
し
た
の

か
」、「
将
来
ど
の
よ
う
な
医
師

に
な
り
た
い
の
か
」
な
ど
の
質

問
が
定
番
だ
が
、
以
前
は
、
受

験
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
判
で
押
し

た
よ
う
に
「
将
来
、
地
域
医
療

を
や
り
た
い
の
で
、
弘
前
大
学

を
志
願
し
た
」
と
い
う
答
え
が

多
か
っ
た
。「
で
は
、
地
域
医

療
と
は
何
か
」
と
尋
ね
る
と
、

答
え
に
窮
す
る
受
験
生
も
い
れ

ば
、
へ
き
地
医
療
の
こ
と
で
す

と
答
え
る
受
験
生
も
い
て
、
ど

う
も
地
域
医
療
と
へ
き
地
医
療

の
区
別
が
付
い
て
い
な
い
。
と

こ
ろ
が
最
近
は
、「
将
来
、
青

森
県
で
が
ん
の
治
療
を
や
り
た

い
の
で
、
腫
瘍
内
科
医
を
目
指

し
た
い
」
と
か
、「
病
理
学
に

興
味
が
あ
る
の
で
、
将
来
、
病

理
医
に
な
っ
て
青
森
県
の
医
療

に
貢
献
し
た
い
」
な
ど
、
明
確

な
目
標
を
述
べ
る
受
験
生
が
増

え
て
き
た
。
目
の
前
に
、
自
分

が
将
来
目
指
し
て
い
る
講
座
の

教
授
が
座
っ
て
い
る
と
も
知
ら

ず
に
、
真
剣
に
答
え
て
い
る
受

験
生
を
目
の
当
た
り
に
す
る

と
、
思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て

し
ま
う
。
頑
張
れ
、
受
験
生
！

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
講
座

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科　

助
教　

中　

村　

太　

源

　

本
学
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
部
門
が
初
め
て
設
置
さ
れ
た

の
は
一
九
七
七
年
四
月
に
遡
り

ま
す
。
当
時
は
脳
卒
中
患
者
に

対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
提
供
を
見
据
え
て
、
脳
卒
中

研
究
施
設
内
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
専
門
医
不
在
の
期
間
を

経
て
、
二
〇
一
六
年
二
月
に
よ

う
や
く
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

医
学
講
座
と
し
て
新
た
に
開
設

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
現

在
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

専
門
医
（
指
導
医
）
一
名
、
医

員
一
名
、
専
攻
医
一
名
、
理
学

療
法
士
十
一
名
、
作
業
療
法
士

六
名
、
言
語
聴
覚
士
三
名
で
診

療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年

度
か
ら
は
本
県
の
専
攻
医
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
二
名
の
専
攻
医

が
登
録
し
、
当
院
を
基
幹
病
院

と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
研
修

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

当
講
座
で
は
、
疾
患
別
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
脳
血

管
疾
患
、
運
動
器
、
が
ん
、
呼

吸
、
心
大
血
管
、
摂
食
言
語
、

廃
用
症
候
群
に
対
す
る
各
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い

ま
す
。
二
〇
一
七
年
二
月
か
ら

は
最
先
端
技
術
で
あ
る
ロ
ボ
ッ

ト
ス
ー
ツ
「H

ybrid assistive 
lim

b 

（
以
下
Ｈ
Ａ
Ｌ
）」
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
弘
前

市
が
策
定
す
る
「
ひ
ろ
さ
き
ラ

イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」

の
先
行
的
な
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
本
学
と
弘
前
市
が
合
同

で
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
先
進

的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

神
経
筋
疾
患
（
筋
萎
縮
性
側
索

硬
化
症
、
脊
髄
性
筋
萎
縮
症
、

球
脊
髄
性
筋
萎
縮
症
、
シ
ャ
ル

コ
ー
・
マ
リ
ー
・
ト
ゥ
ー
ス
病
、

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
遠
位
型

ミ
オ
パ
チ
ー
、
先
天
性
ミ
オ
パ

チ
ー
、
封
入
体
筋
炎
）
に
対
し

て
行
っ
た
Ｈ
Ａ
Ｌ
治
療
で
は
、

歩
行
能
力
の
改
善
効
果
を
確
認

し
て
い
ま
す
。
本
年
か
ら
は
整

形
外
科
学
講
座
の
ご
協
力
の
も

と
、
脊
髄
疾
患
に
対
す
る
Ｈ
Ａ

Ｌ
治
療
も
開
始
し
ま
し
た
。
二

〇
一
九
年
二
月
か
ら
は
上
肢
用

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ

ト
「
Ｄ
Ｉ
Ｅ
Ｇ
Ｏ
」
も
導
入
し
、

上
肢
機
能
障
害
に
対
し
て
も
ロ

ボ
ッ
ト
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
適
応
を
拡
大
し
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
治

療
効
果
や
そ
の
発
現
機
序
に
関

し
て
は
、
大
学
院
生
が
様
々
な

デ
ー
タ
を
採
取
し
多
方
面
か
ら

の
解
析
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

放
射
線
診
断
学
講
座
と
の
研
究

で
は
最
新
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
技
術

を
応
用
し
、
脳
内
神
経
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
再
構
築
過
程
の
可
視

化
を
試
み
て
い
ま
す
。
摂
食
嚥

下
機
能
訓
練
で
は
、
二
〇
一
九

年
一
月
か
ら
耳
鼻
咽
喉
科
の
ご

協
力
を
頂
き
、
嚥
下
内
視
鏡
評

価
と
合
わ
せ
て
急
性
期
の
評

価
・
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
更
に
管
理
栄
養
士
、
薬
剤

師
に
も
チ
ー
ム
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
よ
り
集
学
的
な
治
療

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
そ
の
専
門
性
を
生
か

し
て
災
害
時
の
避
難
所
に
お
け

る
誤
嚥
性
肺
炎
予
防
に
向
け

て
、
嚥
下
食
開
発
や
配
給
品
の

調
理
法
に
関
す
る
研
究
も
始
め

ま
し
た
。
更
に
は
二
〇
二
〇
年

五
月
か
ら
開
始
し
た
心
大
血
管

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い

て
も
、
循
環
器
内
科
、
心
臓
血

管
外
科
と
連
携
し
、
心
臓
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
指
導
士
資
格

を
有
す
る
医
師
の
も
と
セ
ラ
ピ

ス
ト
、
病
棟
看
護
師
と
と
も
に

チ
ー
ム
を
組
み
、
よ
り
安
全
で

効
率
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

全
県
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
と

し
て
、
二
〇
一
七
年
に
青
森
県

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
研

究
会
を
発
足
し
年
二
回
の
研
究

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
各
関

連
病
院
の
諸
先
生
方
の
ご
協
力

の
も
と
に
、
基
礎
・
臨
床
研
究

か
ら
日
常
診
療
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

に
至
る
ま
で
幅
広
い
テ
ー
マ
に

関
し
て
情
報
発
信
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、臨
床
、

教
育
（
学
生
教
育
お
よ
び
専
門

教
育
）、
研
究
を
大
き
な
柱
と

し
て
、
地
域
医
療
へ
貢
献
で
き

る
よ
う
邁
進
し
て
い
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。
ひ
き
つ
づ
き
温
か

い
ご
指
導
、
ご
支
援
を
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

眼

科

学

講

座

眼
科
学
講
座　

教
授　

中　

澤　
　
　

満

　

眼
科
学
講
座
で
は
眼
疾
患
の

病
態
の
理
解
や
治
療
法
開
発
に

つ
な
が
る
研
究
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。
と
く
に
私
こ
と
中
澤

（
遺
伝
性
網
膜
変
性
）、
そ
し
て

鈴
木
幸
彦
准
教
授
（
糖
尿
病
網

膜
症
）
お
よ
び
齋
藤
昌
晃
講
師

（
加
齢
黄
斑
変
性
）
の
三
名
が

い
ず
れ
も
網
膜
疾
患
を
専
門
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
網
膜
疾

患
に
つ
い
て
は
三
グ
ル
ー
プ
で

研
究
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
研
究
を

展
開
し
て
い
ま
す
の
で
今
回
は

そ
の
一
端
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

１ 

．
遺
伝
性
網
膜
変
性
疾
患
の

病
態
と
治
療
法
開
発
を
テ
ー

マ
に
し
て
、
一
九
九
八
年
頃

か
ら
行
っ
た
各
種
の
遺
伝
性

網
膜
変
性
疾
患
の
原
因
遺
伝

子
変
異
の
同
定
と
そ
の
臨
床

像
と
の
関
連
に
関
す
る
研
究

を
は
じ
め
と
し
て
、
二
〇
〇

一
年
か
ら
は
代
表
疾
患
で
あ

る
網
膜
色
素
変
性
に
対
す
る

カ
ル
シ
ウ
ム
拮
抗
薬
に
よ
る

新
規
視
細
胞
保
護
療
法
開
発

へ
向
け
た
動
物
実
験
、
さ
ら

に
は
二
〇
〇
六
年
か
ら
は
そ

れ
を
臨
床
へ
と
発
展
さ
せ
た

臨
床
研
究
を
行
い
、
そ
の
有

効
性
を
検
証
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
二
〇
〇
八
年
に
は
農

学
生
命
科
学
部
応
用
生
命
工

学
科
の
石
黒
誠
一
教
授
（
当

時
）
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
視

細
胞
変
性
に
お
け
る
カ
ル
パ

イ
ン
の
影
響
と
カ
ル
パ
イ
ン

を
特
異
的
に
阻
害
す
る
ペ
プ

チ
ド
（
特
許
取
得
）
に
よ
る

視
細
胞
保
護
研
究
へ
と
発
展

し
て
、
こ
の
研
究
は
今
も
継

続
し
て
い
ま
す
。
二
〇
一
四

年
に
は
近
年
眼
科
臨
床
で
は

必
要
不
可
欠
の
画
像
診
断
装

置
と
な
っ
て
い
る
光
干
渉
断

層
計（
Ｏ
Ｃ
Ｔ
）の
ラ
ッ
ト
・

マ
ウ
ス
用
の
装
置
（
写
真
）

を
導
入
し
、
各
種
遺
伝
子
改

変
網
膜
変
性
モ
デ
ル
動
物
の

視
細
胞
変
性
過
程
の
Ｏ
Ｃ
Ｔ

所
見
の
特
徴
を
次
々
に
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ

の
知
見
を
ヒ
ト
網
膜
色
素
変

性
患
者
百
三
十
名
で
の
Ｏ
Ｃ

Ｔ
所
見
と
照
ら
し
合
わ
せ
、

Ｏ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
視
細
胞
変
性

の
新
し
い
診
断
基
準
を
考
案

し
、
そ
の
正
確
性
と
有
効
性

を
二
〇
二
〇
年
に
報
告
し
ま

し
た
。

２ 

．
網
膜
硝
子
体
疾
患
の
病
態

を
明
ら
か
に
す
る
目
的
で
、

鈴
木
准
教
授
を
中
心
に
硝
子

体
切
除
手
術
で
得
ら
れ
る
ヒ

ト
病
的
硝
子
体
サ
ン
プ
ル
の

病
態
生
化
学
を
明
ら
か
に
す

る
研
究
を
二
〇
〇
六
年
か
ら

始
め
て
い
ま
す
。
硝
子
体
は

網
膜
に
接
す
る
組
織
で
す
の

で
、
硝
子
体
の
成
分
は
網
膜

病
変
を
生
化
学
的
に
も
反
映

す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
ま
で
糖
尿
病
網
膜
症
や
網

膜
剥
離
、
網
膜
循
環
障
害
な

ど
に
お
け
る
疾
患
別
の
硝
子

体
中
サ
イ
ト
カ
イ
ン
プ
ロ

フ
ァ
イ
ル
や
抗
酸
化
ス
ト
レ

ス
状
況
の
病
的
変
化
を
報
告

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
研
究

成
果
に
よ
り
周
術
期
の
治
療

や
術
前
管
理
の
最
適
化
が
図

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

３ 

．
加
齢
黄
斑
変
性
の
病
態
解

明
と
治
療
の
最
適
化
の
研
究

を
推
進
す
る
べ
く
、
齋
藤
講

師
が
二
〇
一
九
年
十
月
か
ら

当
講
座
に
加
入
し
ま
し
た
。

彼
は
こ
れ
ま
で
加
齢
黄
斑
変

網膜変性ラットの眼底をモニタリ
ングしながらOCTにてその断層
像を描出しているところ。

性
に
関
す
る
各
種
の
多
施
設

研
究
に
参
画
し
て
、
こ
の
分

野
の
臨
床
研
究
で
は
日
本
で

も
注
目
さ
れ
て
い
る
人
材
で

す
。
現
在
、
加
齢
黄
斑
変
性

に
対
す
る
新
規
分
子
標
的
薬

の
使
用
を
進
め
、
そ
の
効
果

や
注
意
点
な
ど
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
加
齢
黄
斑
変

性
の
診
療
の
ポ
イ
ン
ト
を
積

極
的
に
発
信
し
て
地
域
医
療

レ
ベ
ル
の
底
上
げ
を
目
指
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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Ａ
Ｔ
Ｖ
テ
レ
ビ
診
察
室
に

Ａ
Ｔ
Ｖ
テ
レ
ビ
診
察
室
に

出
演
し
て

出
演
し
て形

成
外
科
学
講
座　

教
授　

漆　

舘　

聡　

志

テ
レ
ビ
に

出
演
し
て

　

私
は
先
日
、
毎
週
日
曜
日
朝

に
放
送
さ
れ
て
い
る
「
Ａ
Ｔ
Ｖ

テ
レ
ビ
診
察
室
」
に
て
四
週
に

わ
た
っ
て
形
成
外
科
の
お
話
し

す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
放
送
後
は
「
先
生
テ
レ
ビ

見
ま
し
た
よ
」
と
多
く
の
方
々

か
ら
お
声
を
か
け
て
頂
き
、
テ

レ
ビ
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
影
響

力
を
改
め
て
感
じ
て
お
り
ま

す
。
出
演
の
お
話
し
を
頂
い
て

か
ら
、
四
回
分
ど
の
よ
う
な
話

を
さ
せ
て
頂
こ
う
か
と
考
え
た

結
果
、
次
の
よ
う
な
お
話
し
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
一
週
目
に
は
形
成
外
科

が
ど
の
よ
う
な
疾
患
を
治
療
し

て
い
る
か
に
つ
い
て
お
話
し
致

し
ま
し
た
。
形
成
外
科
は
「
体

表
面
の
先
天
的
、
後
天
的
変

形
、欠
損
を
修
復
し
、機
能
的
、

形
態
的
回
復
を
め
ざ
す
外
科
」

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
頭
部

か
ら
つ
ま
先
ま
で
全
身
が
治
療

対
象
で
あ
り
、
患
者
さ
ん
も
新

生
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
非
常
に

幅
広
い
疾
患
を
扱
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
疾
患
は
主
に
次

の
３
分
野
に
分
類
で
き
ま
す
。

①
体
表
面
先
天
異
常
な
ど
元
々

無
い
も
の
を
形
成
す
る
「
形
成

外
科
（
狭
義
）」
②
外
傷
や
腫

瘍
切
除
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
も

の
を
元
の
状
態
に
再

建
す
る「
再
建
外
科
」

③
正
常
な
も
の
を
よ

り
美
し
く
す
る
「
美

容
外
科
」
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
実

例
を
挙
げ
な
が
ら
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

二
週
目
は
外
傷
、

熱
傷
治
療
に
つ
い
て

で
す
。
日
常
よ
く
遭

遇
す
る
切
創
や
挫

創
、
擦
過
傷
な
ど
に

つ
い
て
、
よ
り
目
立

ち
に
く
く
治
す
形
成

外
科
的
縫
合
法
や
外

用
剤
治
療
に
つ
い
て

解
説
し
ま
し
た
。
熱
傷
に
関
し

て
も
受
傷
直
後
の
応
急
処
置
や

医
療
機
関
受
診
の
目
安
、
保
存

的
治
療
と
外
科
的
治
療
に
つ
い

て
お
話
す
る
と
と
も
に
、
培
養

表
皮
移
植
な
ど
の
再
生
医
療
に

つ
い
て
も
紹
介
し
ま
し
た
。
ま

　

二
〇
二
〇
年
七
月
九
日
、
弘

前
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
産

科
婦
人
科
学
講
座
前
教
授
（
弘

前
大
学
名
誉
教
授
）、
水
沼
英

樹
先
生
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
福
島
県
立
医
大
の
ふ
く
し

ま
子
ど
も
・
女
性
医
療
支
援
セ

ン
タ
ー
長
と
し
て
在
職
中
の
こ

と
で
し
た
。

　

先
生
と
弘
前
の
ご
縁
は
、
二

〇
〇
一
年
八
月
一
日
に
大
学
に

赴
任
さ
れ
た
と
き
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。「
教
授
と
し
て
の
最

初
の
公
務
は
医
学
部
長
の
指
示

で
弘
前
大
学
ね
ぷ
た
に
そ
の
日

に
参
加
し
た
こ
と
」
と
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
の
自
己
紹
介
で
嬉
し

そ
う
に
話
し
て
い
ら
し
た
の
が

懐
か
し
く
思
い
出

さ
れ
ま
す
。

　

先
生
の
功
績
の

一
つ
に
、
弘
前
大

学
産
婦
人
科
教
室

と
そ
の
関
連
病
院

の
体
制
を
大
き
く

変
え
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
赴

任
当
時
、
関
連
病

院
で
は
産
婦
人
科

医
一
人
勤
務
の
施
設
が
い
く
つ

か
あ
り
ま
し
た
。
複
数
勤
務
、

で
き
る
な
ら
三
人
以
上
の
勤
務

体
制
に
変
え
て
い
き
ま
し
た
。

働
き
方
改
革
を
先
ん
じ
て
行
っ

て
き
た
と
言
え
ま
す
。
同
僚
や

部
下
の
こ
と
を
ま
ず
考
え
る
姿

勢
を
常
に
持
っ
た
人
で
し
た
。

ま
た
、「
大
学
は
教
育
と
研
究

の
場
だ
」
と
い
う
強
い
信
念
の

も
と
に
若
手
医
師
や
学
生
の
教

育
に
も
注
力
し
て
い
ま
し
た
。

産
婦
人
科
の
魅
力
が
十
分
伝

わ
っ
て
い
た
証
に
、
一
時
期
は

最
も
学
内
で
入
局
者
が
多
い
教

室
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
ば
か

り
か
、
学
年
の
約
一
割
が
産
婦

人
科
と
し
て
全
国
に
飛
び
立
っ

て
い
っ
た
年
も
あ
り
ま
し
た
。

　

学
術
的
な
功
績
も
多
々
あ
り

ま
す
が
、
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る

の
は
産
婦
人
科
領
域
に
新
し
い

医
学
・
医
療
分
野
を
開
拓
し
、

そ
れ
を
定
着
さ
せ
た
こ
と
で

す
。
産
婦
人
科
は
妊
産
婦
と
婦

人
科
腫
瘍
を
長
ら
く
守
備
範
囲

と
し
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
生

殖
医
学
（
不
妊
症
）
が
加
わ
り

三
つ
巴
で
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
先
生
は
も
と
も
と
生
殖
内

分
泌
の
専
門
家
で
排
卵
機
構
の

研
究
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
女
性
の
エ

ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
推
移

と
疾
患
の
関
連
に
強

い
興
味
を
持
た
れ
、

中
高
年
の
更
年
期
障

害
や
そ
の
後
の
骨
粗

鬆
症
、
心
血
管
疾
患

等
の
研
究
も
行
っ
て

い
ま
し
た
。
エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
の
移
ろ
い
と

と
も
に
生
じ
る
病
的

状
態
（
婦
人
科
内
分

泌
学
）
を
中
心
と

し
、
女
性
の
健
康
を

維
持
、増
進
す
る（
予

弘前れんが倉庫
美術館

弘前れんが倉庫
美術館

脳血管病態学講座
教授　今　泉　忠　淳

　医学研究科の南塘
グランドの横の坂を
上り、五差路から辻
坂を下りて真っ直ぐ
行き、弘南電鉄大鰐
線の線路を越えたと
ころ（吉野町）に、
堂々としたレンガ造
りの建物がありま
す。令和２年（2020年）に開館した「弘前れんが倉庫美術館」です（写
真１、2020年）。この建物は、もともとは明治時代から大正時代にか
けて建設された日本酒の酒蔵でした。その後、シードル（りんごの発泡
酒）の醸造工場を経て、倉庫として使用されていたとのことです。私が
弘前大学の学生であった昭和の終わり頃には、黒い板塀で囲われていま
した（写真２、1984年）。当時弘前大学教育学部美術科の村上善男教
授らが、「この建物を美術館に」という運動をしていましたが、実現せ
ずにいました。その後、2002年、2005年、2010年には、弘前市出

身の奈良美智（ならよしとも）
さんの個展も開かれました。
このレンガ倉庫が、今回、美
術館として再生したことは真
に喜ばしいことと思います。
展示していくものはモダン
アートということですが、建
物自体が芸術品ですので、是
非一度お出かけください。

写真コラム （10）
写真コラム （10）

【写真１】吉野町．2020

【写真２】吉野町．1984

た
外
傷
後
の
目
立
つ
傷
な
ど
を

目
立
ち
に
く
く
す
る
外
傷
後
遺

症
治
療
に
つ
い
て
も
ご
説
明
し

ま
し
た
。

　

三
週
目
は
乳
房
再
建
に
つ
い

て
で
す
。
自
家
組
織
を
用
い
た

再
建
と
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
用

い
た
再
建
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
解
説
致
し
ま
し
た
。

当
科
で
は
患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
乳
房
再
建
を
行
う

た
め
、
乳
腺
外
科
の
先
生
方
と

連
携
し
な
が
ら
治
療
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
本
番
組
で
乳
房
再

建
手
術
に
関
し
て
の
疑
問
や
不

安
が
解
消
さ
れ
、
乳
房
再
建
に

関
し
て
お
悩
み
の
方
々
の
一
助

と
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
幸
い
で

す
。

　

四
週
目
は
眼
瞼
下
垂
症
に
つ

い
て
で
す
。
眼
瞼
下
垂
症
は

様
々
な
原
因
に
よ
っ
て
発
症

し
、
そ
の
原
因
に
よ
っ
て
治
療

法
も
異
な
り
ま
す
。
適
切
な
治

療
が
行
わ
れ
る
と
そ
の
症
状
は

劇
的
に
改
善
し
、
患
者
さ
ん
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ
が
格
段
に
向
上
し
ま

す
。
瞼
が
あ
げ
に
く
い
、
視
野

が
狭
く
な
っ
た
な
ど
の
症
状
が

あ
る
け
れ
ど
、
我
慢
さ
れ
て
い

る
方
々
に
と
っ
て
受
診
の
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
回
こ
の
よ
う
な

貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
青
森
県
医
師
会
の
皆
様
、
不

慣
れ
な
私
を
優
し
く
リ
ー
ド
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
千
葉
美
佳

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
な
ら
び
に
収

録
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た

Ａ
Ｔ
Ｖ
ビ
ジ
ョ
ン
の
ス
タ
ッ
フ

の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

故 

水
沼
英
樹
先
生
を
追
悼
し
て

保
健
学
研
究
科　

看
護
学
領
域　

教
授　

保
健
学
研
究
科　

看
護
学
領
域　

教
授　

樋　

口　
　
　

毅

樋　

口　
　
　

毅

【
追
悼
】

防
医
学
）
側
面
も
盛
り
込
ん
だ

〝
女
性
医
学
〟
と
い
う
概
念
を

考
案
し
、
二
〇
一
一
年
に
日
本

女
性
医
学
学
会
（
旧
日
本
更
年

期
医
学
会
）
を
理
事
長
と
し
て

主
催
し
ま
し
た
。
こ
の
領
域
は
、

五
年
前
に
は
産
婦
人
科
の
第
四

の
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
と
し

て
認
知
さ
れ
、
現
在
も
発
展
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

社
会
的
に
も
高
い
志
を
持
っ

た
方
で
し
た
。「
福
島
の
医
療

復
興
に
何
か
で
き
な
い
か
」
と

よ
く
仰
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
先
生
に
現
職
就
任
（
当
時
は

準
備
室
）
の
依
頼
は
ま
さ
に
希

望
叶
っ
た
り
で
あ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
激
務
を
楽
し
く
こ
な

す
、
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
姿

勢
と
類
ま
れ
な
統
率
力
を
十
二

分
発
揮
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の

五
年
間
で
全
国
か
ら
三
十
名
以

上
の
医
師
が
先
生
の
も
と
に

集
っ
た
こ
と
が
物
語
っ
て
い
ま

す
。

　

探
究
心
旺
盛
な
先
生
は
「
よ

く
解
っ
た
け
ど
、
も
っ
と
知
り

た
く
な
っ
た
」
と
常
日
頃
言
っ

て
い
る
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。

知
の
探
求
に
対
す
る
リ
ミ
ッ
ト

は
な
く
、
そ
の
意
味
で
も
悔
い

の
あ
る
人
生
だ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
祈

り
ま
す
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。

そ
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

弘前大学での教授室にて

ご自宅の祭壇
（ご遺影の隣には満開の弘前城の写真がありました）
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人 事 異 動（R2.9.1 ～ R2.11.30）

⃝医学研究科所属
【昇任】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属
R2.10.1 むつ下北地域医療学講座 講師 木村　由佳 整形外科学講座　助教

【採用】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属
R2.10.1 地域救急医療学講座 助手 山内　翔平 整形外科　医員

R2.10.1 地域救急医療学講座 助手 一戸　雅之 大館市立総合病院

R2.11.1 健康未来イノベーションセンター 教授 玉田　嘉紀 国立大学法人京都大学　大学院医学研究科　
人間健康科学系専攻　臨床看護学講座

【配置換】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属
R2.10.1 整形外科学講座 助教 佐々木　規博 地域救急医療学講座　助教

R2.10.1 救急・災害医学講座 助手 川口　純 集中治療室　助手

R2.11.1 健康未来イノベーションセンター 准教授 三上　達也 光学医療診療部　准教授

R2.11.1 循環器腎臓内科学講座 助教 要　致嘉 不整脈先進治療学講座　助教

【辞職】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 異　動　先　等
R2.9.30 アクティブライフプロモーション学研究講座 助教 熊谷　美香 大阪市立大学　健康科学イノベーションセンター

R2.10.31 脳卒中・血管内科学講座 講師 山田　雅大 済生会　熊本病院

⃝附属病院所属
【昇任】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属
R2.11.1 総合診療部 助教 穐元　崇 総合診療部　助手

【採用】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属
R2.9.14 リハビリテーション科 助教 中村　太源 弘前脳卒中・リハビリテーションセンター

R2.10.1 消化器外科，乳腺外科，甲状腺外科 助教 横山　拓史 むつ総合病院

R2.10.1 整形外科 助教 藤田　有紀 国立病院機構弘前病院

R2.10.1 耳鼻咽喉科 助教 野村　彩美 耳鼻咽喉科　医員

R2.10.1 泌尿器科 助手 小玉　寛健 むつ総合病院

R2.10.1 泌尿器科 助手 堀口　裕貴 市立函館病院

R2.10.1 麻酔科 助手 木下　裕貴 つがる総合病院

R2.10.1 高度救命救急センター 助手 入江　仁 健生病院

R2.10.1 高度救命救急センター 助手 佐々木　貴夫 脳神経外科　医員

R2.11.1 麻酔科 助手 緑川　陽子 麻酔科　医員　

【配置換】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 異　動　先　等
R2.10.1 リハビリテーション科 講師 大鹿　周佐 むつ下北地域医療学講座　講師

R2.10.1 整形外科 助教 大石　和生 地域救急医療学講座　助教

R2.10.1 集中治療部 助手 菅沼　拓也 救急・災害医学講座　助手

【配置変更】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属
R2.10.1 脳神経外科 助手 柳谷　啓太 高度救命救急センター　助手

【辞職】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 異　動　先　等
R2.9.30 リハビリテーション科 講師 三浦　和知 健生病院

R2.9.30 整形外科 助教 原田　義史 青森県立中央病院

R2.9.30 泌尿器科 助教 濱野　逸人 JCHO秋田病院

R2.9.30 麻酔科 助教 山田　直人 岩手医科大学

R2.9.30 呼吸器外科 ､心臓血管外科 助手 田口　亮 弘前中央病院

R2.9.30 整形外科 助手 山内　大生 青森労災病院

R2.9.30 泌尿器科 助手 百田　匡毅 むつ総合病院

R2.9.30 脳神経外科 助手 木下　翔平 脳神経外科　医員

臨床教授・臨床准教授新規称号付与者（令和2年10月1日付）
 称 号 名 氏　名   現　　職　　名  称 号 付 与 日  称号付与期間  推薦講座

臨床教授 安ヶ平　英夫 八戸市立市民病院
呼吸器科・内科部長 2020年10月1日 2020年10月1日

～2023年9月30日 呼吸器内科学

臨床准教授 塚田　晴彦 青森市民病院
整形外科部長 2020年10月1日 2020年10月1日

～2023年9月30日 整形外科学

臨床准教授 田中　大 つがる総合病院
整形外科科長 2020年10月1日 2020年10月1日

～2023年9月30日 整形外科学

臨床准教授 岩渕　郁哉 青森県立中央病院
泌尿器科副部長 2020年10月1日 2020年10月1日

～2023年9月30日 泌尿器科学

　

こ
の
令
和
二
年
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
に
終

始
し
な
が
ら
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
十
月
に
は
青
森
も
感

染
拡
大
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
、

診
療
に
当
た
っ
て
い
る
ス
タ
ッ

フ
の
方
々
を
は
じ
め
、
医
学
教

育
に
つ
い
て
も
緊
張
の
年
後
半

と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
の
今
頃

は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を

思
い
描
い
て
い
た
平
和
な
日
常

が
、
こ
う
も
変
わ
っ
て
し
ま
う

と
は
。
今
や
〝w

ith

コ
ロ
ナ
〟

は
現
実
の
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
時
代
の
変
わ
り

目
を
受
け
入
れ
る
準
備
が
、
ま

だ
私
達
に
は
で
き
て
い
な
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
特
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
の
変

化
は
ヒ
ト
本
来
の
営
み
に
関
わ

り
、
教
育
現
場
で
の
イ
ン
パ
ク

ト
も
大
き
な
も
の
で
し
た
。
本

誌
の
学
生
だ
よ
り
で
は
、
遠
隔

講
義
、
対
面
講
義
に
関
し
て
学

生
の
皆
さ
ん
か
ら
の
生
の
声
を

紹
介
し
ま
し
た
。
状
況
に
よ
り

変
化
す
る
講
義
の
形
態
に
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
良
い
点
を
見
出
し

な
が
ら
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る

姿
が
頼
も
し
く
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
自
ず
と
実

践
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
安
心
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
対
面
で
の

講
義
・
実
習
、
学
友
と
の
交
流

は
求
め
ら
れ
て
お
り
、
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
で
も
変
わ
れ

な
い
も
の
は
あ
り
ま
す
。
ち
ょ

う
ど
５
Ｇ
通
信
環
境
の
普
及
や

Ａ
Ｉ
隆
盛
の
折
、
来
年
は
〝
新

し
い
教
育
様
式
〟
の
答
え
が
見

え
て
く
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

（
浅
野　

記
）

㉗
鬼　

島　
　
　

宏

（
病
理
生
命
科
学
講
座
・
教
授
）

　
令
和
二
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
い
県
を
越
え

た
行
動
制
限
が
あ
る
中
で
、
適
切
な

感
染
防
止
策
を
講
じ
な
が
ら
慎
ま
し

や
か
に
県
内
の
温
泉
を
巡
り
ま
す
。

限
ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
、
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
温
泉
を
訪
れ
る

と
、
思
い
が
け
ず
素
晴
ら
し
い
湯
に

巡
り
合
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　
細
野
相
沢
温
泉
（
第
百
四
湯

：

青

森
市
浪
岡
細
野

：

第
三
火
曜
休
　
二

十
時
迄
）
は
、
廃
校
と
な
っ
た
細
野

小
中
学
校
の
敷
地
内
に
あ
り
、
青
森

市
の
青
少
年
研
修
施
設
・
山
の
家
に

隣
接
し
て
い
ま
す
。
浪
岡
城
址
付
近

か
ら
正
平
津
川
沿
い
に
山
間
の
道
を

し
ば
ら
く
進
ん
だ
先
に
浪
岡
細
野
地

区
が
あ
り
ま
す
。
二
宮
金
次
郎
像
な

ど
昭
和
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
雰
囲

気
が
た
っ
ぷ
り
と
残
る
敷
地
の
一
角

に
小
さ
な
温
泉
小
屋
・
山
の
湯
が

建
っ
て
い
ま
す
。
わ
ず
か
に
褐
色
が

か
り
塩
味
の
す
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
塩

化
物
泉
が
豊
富
に
か
け
流
さ
れ
て
お

り
、
正
に
情
報
が
少
な
い
温
泉
で
も

思
い
が
け
ず
素
晴
ら
し
い
湯
に
出

会
っ
た
代
表
の
一
つ
で
す
。

　
花
岡
温
泉
（
第
百
五
湯

：

青
森
市

女
鹿
沢

：

第
三
水
曜
休
　
二
十
一
時

迄
）
は
、
浪
岡
駅
西
側
で
、
奥
羽
本

線
・
国
道
七
号
を
横
断
し
た
丘
陵
地

に
あ
る
青
森
市
施
設
の
健
康
の
森
・

花
岡
プ
ラ
ザ
内
の
温
泉
で
す
。
や
や

褐
色
調
で
塩
味
の
す
る
ナ
ト
リ
ウ

ム
・
塩
化
物
泉
で
、
熱
め
の
湯
が
か

け
流
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
確

り
と
し
た
温
泉
施
設
で
す
が
、
細
野

相
沢
温
泉
も
含
め
旧
浪
岡
町
に
は
良

い
公
共
浴
場
が
あ
り
ま
す
。

　
杉
沢
温
泉・和
の
湯（
第
百
六
湯

：

青
森
市
浪
岡
杉
沢

：

二
十
二
時
迄
）

は
、
国
道
七
号
か
ら
青
森
空
港
に
向

か
う
県
道
二
十
七
号
に
入
っ
て
す
ぐ

の
と
こ
ろ
に
あ
る
比
較
的
新
し
い
温

泉
で
す
（
二
〇
〇
八
年

オ
ー
プ
ン
）。
ア
ル
カ

リ
性
単
純
温
泉
で
茶
褐

色
の
湯
は
、
す
べ
す
べ

感
も
味
わ
い
つ
つ
体
が

温
ま
り
ま
す
。
す
ぐ
近

く
の
道
の
駅
ア
ッ
プ
ル

ヒ
ル
と
合
わ
せ
て
訪
れ

た
く
な
る
温
泉
で
す
。

　
婆
娑
羅
温
泉
（
番
外

：

青
森
市
浪

岡
林
本
）
は
、
中
世
の
館
や
浪
岡
城

址
裏
手
に
あ
っ
た
温
泉
で
す
。
婆
娑

羅
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
由
来
）
は

派
手
に
振
る
舞
う
意
味
で
、
中
世
の

里
浪
岡
に
ふ
さ
わ
し
く
単
純
温
泉
な

が
ら
黒
褐
色
の
力
強
い
温
泉
で
し
た

（
二
〇
一
四
年
閉
館
）。

　
十
和
田
湖
畔
温
泉
（
第
百
七
湯

：

十
和
田
市
休
屋

：

宿
泊
施
設
で
異
な

る
）
は
、
十
和
田
湖
畔
休
屋
地
区
の

温
泉
で
す
。
休
屋
地
区
が
青
森
・
秋

田
の
県
境
の
た
め
、
正
確
に
は
こ
の

温
泉
も
両
県
に
跨
っ
て
い
ま
す
。
二

〇
〇
三
年
に
開
湯
し
た
た
め
に
認
知

度
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ナ
ト
リ

ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム

－

硫
酸
塩
・
塩

化
物
・
炭
酸
水
素
泉
の
シ
ン
プ
ル
な

温
泉
が
旅
の
疲
れ
を
癒
し
て
く
れ
ま

す
。
因
み
に
、
奥
入
瀬
渓
流
下
流
に

あ
る
有
名
な
十
和
田
湖
温
泉
郷
（
焼

山
温
泉
）
や
十
和
田
湖
西
湖
畔
温
泉

と
は
全
く
別
で
、
地
味
目
の
宿
泊
施

設
が
多
い
気
が
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
本
格
的
冬
を
迎
え
ま
す

が
、
安
全
運
転
に
心
が
け
つ
つ
冬
の

温
泉
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

細
野
相
沢
温
泉

花
岡
温
泉

杉
沢
温
泉

十
和
田
湖
湖
畔
温
泉

浪岡城址

二宮金次郎像
（浪岡細野・山の家）

細野相沢温泉・山の湯と山の家（左奥）
十和田湖畔温泉

（十和田湖レイクビューホテル）


